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今月の表紙　2019 女子ハンドボール世界選手権大会
11 月 30 日〜 12 月 15 日

１
2020

January
No.229

表紙の写真は11月30日、山鹿市総合体育館で行われた
予選ラウンド初日のフランス対韓国の試合で、シュート
を放つノカンディ・メリン選手（フランス）です。

　12 月５日、この日試合のないオーストラリア代表選手
16 人が鹿本体育館を訪れ、来民小と稲田小の５・６年生
110 人とハンドボールで触れ合いました。これは山鹿市
が同国のスノーイーモナロ市（クーマ市）と姉妹都市を
締結しており、ホームステイなどの交流事業を実施して
いることから、チームに依頼し実現したものです。自己紹
介のあと、さっそく選手らはボールを使った運動や、パス
やドリブル、シュートを児童に指導し、楽しく汗を流しま
した。最後に稲田小学校６年の野中奏

か な

音
と

君が児童を代表
し、英語で「今日は教えてくれてありがとうございます。
明日の試合はみんなで応援に行きますので、絶対勝って
ください」と選手を激励しました。

オーストラリアチームとの交流会の様子

目 次
３ 2019 女子ハンドボール世界選手権大会
４ 令和２年新年のごあいさつ

６
日本一の学園都市「やまが」を目指した３本の柱
の進捗状況

７ 街角ぐるっと NAVI
10 みんなの広場 / 今月の街角ギャラリー
12 市民文芸

13
図書館スタッフおすすめの１冊
婚活ワークショップ & 男女交流イベント参加者
募集中！

14 秋のイベントフォトリポート

15
人権啓発便り　第 12 号
山鹿の装飾古墳　第６回

16
地域おこし協力隊通信
消費生活相談

17
環境だより
バンビ通信

18 わくわくネット

20
みんなの健康手帳
元気のお手伝い　vol.129

22 およろこび・うぶごえ・おくやみ
23 案内版
34 定例相談
35 オムロンハンドボール部

36
すくすく倶楽部
やまがメイト利用者増加中！

　お母さんや友達の髪をきれいに結んで、喜んでもら
えるのがうれしいので将来は美容師になりたいです。
３歳から８年間続けている水泳は、一番得意な背泳ぎ
のタイムを縮められるよう頑張って練習しています。

西田茉
ま い か

依佳さん
三岳小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

２
０
１
９



3　2020. １　広報やまが

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

２
０
１
９

　
日
本
初
開
催
と
な
っ
た
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
世
界
選
手
権
大
会
が
11
月
30
日
か
ら
12

月
15
日
に
か
け
て
熊
本
で
開
催
さ
れ
︑
世
界

の
強
豪
24
カ
国
が一堂
に
集
い
︑
県
内
５
会

場
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
︒

　
山
鹿
市
で
は
11
月
30
日
か
ら
12
月
６
日
に

山
鹿
市
総
合
体
育
館
で
グ
ル
ー
プ
Ｂ
の
10
試

合
が
行
わ
れ
︑
世
界
各
地
か
ら
多
く
の
選

手
︑
関
係
者
︑
観
客
が
来
場
︒
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
︒

①③④⑤⑥⑧試合の様子
②会場となった山鹿市総
合体育館⑦試合を盛り上
げてくれた校区応援団と
学校観戦の子どもたち⑨
試合後の選手たちとハイ
タッチ⑩会場の外に設け
られたファンゾーン

①

②

③④⑤⑥

⑭ ⑦

順位 国　名 勝点 勝 引 負 得失点
１ 韓　国 ８ ３ ２ ０ 25

２ ドイツ ７※ ３ １ １ 31

３ デンマーク ７※ ３ １ １ 32

４ フランス ５ ２ １ ２ 37

５ ブラジル ３ １ １ ３ ４

６ オーストラリア ０ ０ ０ ５ -129
※直接対決でドイツ勝利のため

⑧

⑩

●グループＢ順位表︻
大
会
結
果
︼

　
　
優　
勝　
　

 

オ
ラ
ン
ダ

　
　
準
優
勝　
　

 

ス
ペ
イ
ン

　
　
３　
位　
　

 

ロ
シ
ア

　

  

日　
本

（
予
選
ラ
ウ
ン
ド
）

　
【
グ
ル
ー
プ
Ｄ
】 

３
位（
３
勝
２
敗
）

（
メ
イ
ン
ラ
ウ
ン
ド
）

　
【
グ
ル
ー
プ
２
】 

５
位（
１
勝
２
敗
）

　
最
終
順
位　
10
位

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
大
会

⑨
　
　
準
優
勝　
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、元
号
が
「
令
和
」
に
改
ま
っ

て
初
め
て
の
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
に
は
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中

で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
」
と
い
う
意
味

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
も
本
市
の
将
来
が

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
４
月
、
長
年
の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
環
境
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
動

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
多
様
化
す
る
廃

棄
物
を
安
定
的
に
処
理
す
る
た
め
に
優
れ
た
最
新

技
術
と
万
全
の
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

環
境
に
優
し
く
、
か
つ
安
全
性
や
景
観
に
配
慮
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
８
面
の

人
工
芝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

駐
車
場
が
新
た
に
整
備
さ
れ
、
す
で
に
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
特
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
８
月

に
南
部
九
州
高
校
総
体
が
開
催
さ
れ
、
若
者
の
熱

気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
が
人
々
の
感
動
を
呼
び
ま
し

た
。
11
月
は
、
寛
仁
親
王
妃
信の

ぶ

子こ

殿
下
の
「
山
鹿

灯
籠
民
芸
館
お
よ
び
八
千
代
座
の
御
視
察
」
が
ご

ざ
い
ま
し
た
し
、
世
界
的
指
揮
者
ケ
ン
ト
・
ナ
ガ

ノ
氏
（
祖
父
が
旧
鹿
央
町
出
身
）
に
よ
る
「
熊
本

地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
音
楽
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
開

業
１
周
年
を
記
念
し
た
感
謝
祭
も
大
盛
況
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月
に
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大

会
」
に
お
い
て
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
醍だ

い

醐ご

味み

を
堪
能
で
き
た
こ

と
は
、
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
と
し
は
３
月
に
日
本
各
地
の
文
化
・

芸
能
な
ど
を
集
め
た
「
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
山
鹿
灯
籠
踊
り
保
存
会
が
出
演
い
た
し
ま

す
。
誠
に
誇
ら
し
く
、
山
鹿
灯
籠
が
世
界
に
通
じ

る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
道
を
確
実
に
歩

ん
で
い
る
手
応
え
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
象

徴
で
あ
る
聖
火
が
、
５
月
６
日
㉁
と
７
日
㈭
に
熊

本
県
内
を
巡
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

７
日
に
山
鹿
市
内
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る

聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
も
ぜ
ひ
沿
道
か
ら
大
き
な
声
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
も
世
界
的
に
も
「
山

鹿
市
」
に
注
目
が
集
ま
る
中
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
す
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
山
鹿
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
結
び
に
、こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

世
界
が
山
鹿
を
知
る
、
山
鹿
が
世
界
に
発
信
す
る

山
鹿
市
長  

中な
か

嶋し
ま  

憲け
ん

正せ
い

新年の　ごあいさつ
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寺て
ら
さ
き崎

　
勇ゆ

う

児じ

横よ
こ

手て

　
啓け

い
す
け介

永な
が

田た

　
紘こ

う

二じ

堀ほ
り

　
　
茂し

げ
ゆ
き幸

池い
け

田だ

　
誠せ

い
い
ち一

吉よ
し
も
と本

　
政ま

さ
ゆ
き幸

平ひ
ら

井い

　
邦く

に
ひ
ろ廣

藤ふ
じ
わ
ら原

　
　
豊ゆ

た
か

芹せ
り
か
わ川

　
正ま

さ

美み

北き
た
は
ら原

　
昭し

ょ
う

三ぞ
う

藤ふ
じ
も
と本

　
峰た

か
ひ
で秀

冨と
み
ま
る丸
洋よ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

永な
が

田た

　
　
健け

ん

冨と
み

田た

　
弘ひ

ろ

海み

服は
っ
と
り部

　
香か

よ代

有う

働ど
う

　
辰た

つ

喜き

勢せ
い

田だ

　
昭し

ょ
う

一い
ち

芋い
も

生う

よ
し
や

小お

川が
わ

　
榮え

い

二じ

立た
て
や
ま山
大だ

い

二じ

朗ろ
う

ことしもどうぞよろしくお願いいたします
山鹿市議会議員一同

令
和
の
新
た
な

　
　
　 

時
代
を
迎
え

山
鹿
市
議
会
議
長  

永な
が

田た  

健け
ん

※ 政治家が、選挙区内にある人に対し、年賀状などの時候のあいさつ状を出すことは、公職選挙法により禁
止されています。この紙面をもって、年頭のあいさつに代えさせていただきます。

新年の　ごあいさつ令和２年

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３
月
に
は
鶴
城
中

学
校
、
鹿
本
幼
稚
園
、
幼
慈
園
が
惜
し
ま
れ
つつ
閉

校
・
閉
園
し
、
鶴
城
中
は
山
鹿
中
学
校
と
統
合
、

鹿
本
こ
ど
も
園
が
両
園
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
開

園
い
た
し
ま
し
た
。
５
月
に
は
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
改
元
さ
れ
新
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
で
は
、
山
鹿
中
学
校
が
九
州
中
学
校
駅
伝

大
会
で
初
の
男
女
ア
ベッ
ク
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
で
は
、
オ
ム
ロン

か
ら
４
人
の
選
手
が
「
お
り
ひ
め
ジ
ャ
パ
ン
」
の一
員

と
し
て
大
活
躍
す
る
な
ど
、
令
和
の
幕
開
け
に
ふ
さ

わ
し
い一年
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
田
植
え
期
の
干
ば
つ
や
７
月
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
冠
水
と
本
市
で
も
自
然
災
害
が
発
生
し
、
全

国
的
に
は
首
都
圏
を
直
撃
し
た
台
風
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
や
決
壊
、
台
風
以
外
に
も
地
震
や
火
山
噴
火

な
ど
甚
大
な
被
害
が
多
発
し
、改
め
て
「
災
害
列
島
・

日
本
」
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
いつ
、
ど
こ
で
」
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
自
覚
と
連
帯
感
に
基
づ
き
、
日
頃
か
ら
の
備

え
や
避
難
の
あ
り
方
な
ど
万
全
を
期
さ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
令
和
と
い
う
新
た

な
時
代
を
迎
え
、
議
員
20
人
が
市
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
令
和
２
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い一年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
議
員一同
、
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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日本一の学園都市「やまが」を目指した
３本の柱の進捗状況
　山鹿市内小学校 12 校、中学校５校では、日本一の学園都市「やまが」を
目指し「校務改革」「授業改革」「中学校区の学園化」を３つの柱として、着
実に教育の成果を上げています。昨年度などのデータを基に、３つの柱の進
捗状況の一端をご紹介します。

限りない夢を抱き　心豊かに　たくましく生きる人材の育成●

校務改革

授業改革

中学校区
の学園化

子どもと触れ合う時間の確保　不登校児童生徒ゼロを目指します。
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全児童生徒数に対する不登校児童生徒の割合（H30）

※熊本県学力調査結果から（H29.12）
正答率の県平均との比較（県平均を０とした場合）

定着率（県との比較）

山鹿市における不登校児童生徒数の推移（％）

（％）
熊本県学力調査から（H30.12 実施）

（％）

全国

小学３年 小学４年 小学５年 小学６年 中学１年 中学２年 小学３年 小学４年 小学５年 小学６年 中学１年 中学２年

熊本県

熊本県

山鹿市

山鹿市

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H30H29

（人）

1.59

0.33
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※熊本県学力調査結果から（H29.12）
正答率の県平均との比較（県平均を０とした場合）

定着率（県との比較）
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「学び合い」と「まとめ」を大切にした授業

幼保小中のさらなる強固な連携を目指して　いつでも・どこでも・だれにでも、心伝わる
あいさつができる子どもを目指します。小中一貫教育も推進します。

市長、ころう君もあいさつ運動に参加 地域の人にも帽子を取ってあいさつ 校門一礼もしています

あいさつ運動の様子（全ての小中学校で毎月１日・15 日に実施）

　全国学力・学習状況調査および県学力調査で、全小中学
校が、全国・県平均を上回ることを目指します。

問学校教育指導室　☎ (43)1391
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11/18　目指せ未来のノーベル賞…米野岳中学校プラスチックグループ

　第 79 回県科学研究物展示会において最優秀賞である県知事賞を、また第
63 回日本学生科学賞熊本県審査において最優秀賞を受賞したとして、荒木陽

はる

輝
き

さん、古庄彩
あや

乃
の

さん、前田遥
はる

咲
き

さん（いずれも２年）の３人が中嶋憲
けんせい

正市
長へ報告に訪れました。３人は夏休みの自由研究で加熱した牛乳や豆乳に酢
を加えると、含まれるタンパク質同士が強く結びついてプラスチックができ
る原理に着目。さまざまな種類のプラスチックを作り、それらの強度や耐熱・
耐水性の比較実験を行いました。荒木さんは「このプラスチックは身近にあ
るもので簡単に作ることができます。また、近年プラスチックごみが問題に
なっていますが、このプラスチックは土に埋めれば自然に分解されるので環
境にも優しい。世界中で使われてほしいです」と笑顔で話しました。 左から古庄さん、荒木さん、前田さん

11/18　九州・全国大会へ出場！…山鹿中学校駅伝チーム

　11 月８日に天草市で行われた県中学校駅伝大会で、山鹿中学校女子駅
伝チームが２年ぶり４度目の優勝、男子チームが過去最高の準優勝とい
う好成績を収め、中嶋憲

けん

正
せい

市長に報告に訪れました。大会は各郡市代表
28 チームが出場して行われ、この結果により女子チームは九州大会および全
国大会へ、男子チームは九州大会への出場を決めました。
　女子チーム主将の福盛穂

ほの

花
か

さん（３年）は「九州大会では優勝、全国大会
では入賞を目指して、チーム全員で感謝の気持ちを持って走り抜きます」、男
子チーム主将の池田有

ゆう

輝
き

さん（３年）は「目標の九州大会出場は決まったが、
準優勝で悔しかった。九州大会では３位入賞を目指して頑張ります」と抱負
を述べました。中嶋市長は「皆さんの活躍は山鹿市の誇りです。これも日々
たゆまぬ練習の成果だと思います。さらなる練習を積み、九州大会、全国大
会でも好成績を目指して頑張ってください」と選手を激励しました。
　その後、11 月 30 日に天草市で行われた九州中学校駅伝競走大会で女子は
２年ぶり２回目の優勝、男子は念願の初優勝というアベック優勝を飾り、ま
た、女子は 12 月 15 日に滋賀県野

や

洲
す

市で行われた全国中学校駅伝大会で過去
最高の５位という成績を収めました。選手の皆さん、お疲れさまでした。
県中学校駅伝大会チーム構成（敬称略）
女子▶１区：杉山陽

はる

菜
な

（３年）２区：井手彩
あや

七
な

（２年）３区：石川美
み さ き

沙希（１年）４区：
緒方咲

さや

花
か

（３年）５区：緒方陽
はる

花
か

（２年）補員：福盛穂
ほの

花
か

（３年）笹原美
み

優
ゆう

（３年）
星子仁

ひと

美
み

（１年）
男子▶１区：菅野雄

ゆう

太
た

（３年）２区：長迫和
かず

貴
き

（２年）３区：田中藍
あい

夢
む

（３年）４区：
松本理

り た

汰（３年）５区：池田大
たいせい

晟（２年）６区：川口絢
けんせい

聖（３年）補員：池田有
ゆう

輝
き

（３年）

報告に訪れた女子チームの皆さん

報告に訪れた男子チームの皆さん

11/20　防災意識の向上を目指して…消防の絵・書道コンクール表彰式

左から中山恒
つ ね ひ ろ

弘消防長、平井さん、松尾さん、
船津さん、工藤さん、中原茂

し げ あ き

昭消防次長

　市消防本部で開催した同コンクールに、各小学校から絵216点、書道237点、
計 453 点の応募がありました。審査の結果、下記の皆さんが最優秀賞を受賞。
この日は消防本部で表彰式を行い、受賞者に表彰状と記念品を贈りました。
絵の部最優秀賞
低学年の部　稲田小学校１年　工藤空

そら

翔
と

さん
高学年の部　めのだけ小学校６年　船津幸

ゆき

那
な

さん
書道の部最優秀賞
低学年の部　山鹿小学校３年　松尾美

み

咲
さき

さん
高学年の部　大道小学校６年　平井希

き わ

和さん
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　鹿北のアヤ杉を使って、自作した操り人形を音楽に合わせてサーカスショーを演じる
ピエロック一座・松平康

こう

太
た

さんが、鹿北町ゆうきの森で公演を行いました。この日は
クラウドファンディングで購入したサーカステントのお披露目会として企画。市内はもちろ
ん、東京や広島など全国各地からピエロック一座のファン90人が集まり、森の中に
立てられたサーカステントで繰り広げられた人形のコミカルな動きに観客は見入ってい
ました。松平さんは海外を渡り歩いた経験もある大道芸人で、チェコ共和国で出会っ
た操り人形に感銘を受けて、ピエロック一座を結成。その後、公演のために訪れてい
た九州を移動中に鹿北町で車が故障したことから、縁を感じ２年前に空き家バンク制
度を利用して空き家を購入し大阪から移住。鹿北町を拠点に全国各地で活躍中です。 灯

食生活改善事業功労者厚生労働大臣表彰受賞
…芹川　惠

めぐみ

さん（山鹿市名塚）　　　　　　　　　　   11 月５日

表彰を受けた芹川さん

　芹川さんは平成７年より山鹿
市食生活改善推進員として活動
を開始し、23年からは会長を務
め「親子の食育教室」「男性料
理教室」など、子どもから高齢
者までを対象とした地域でのさ
まざまな食生活改善に取り組ん
でこられました。芹川さんは「表
彰を受けたことで、これからもま
すます会員の皆さんと共に、地
域での食生活改善活動に取り組
んでいきたいという思いが強くな
りました」と話していました。

受賞した作品と韓さん　

第 61 回アマチュア絵画展　熊日賞（洋画部門）受賞
…韓

ハ ン

　霏
フェイ

さん（鹿本町来民）　　　　　　　　　　　 11 月 20 日
　県アマチュア絵画連盟と熊本
日日新聞社が主催の「第 61 回
アマチュア絵画展」が県立美術
館分館で行われ、韓さんが見事
熊日賞の洋画部門を受賞し、中
嶋憲

けん

正
せい

市長に報告に訪れました。
受賞した作品は無数のバラの花
を色鉛筆で何度も重ね合わせて
描いたもので、色鉛筆の作品とし
ては初の受賞。韓さんは「絵を
描くことが好きで、初めて出展し
て受賞したので、びっくりしました」
とうれしそうに話していました。

11/1〜４　第 48回全国都道府県対抗ボウリング大会女子個人優勝…今井双
ふ た

葉
ば

さん（山鹿市山鹿）

　第 48 回全国都道府県対抗ボウリング選手権大会が 11 月１〜４日、鹿児島
市の公認競技場サンライトゾーンで開催され、フジクラプレシジョン株式会
社（山鹿市鹿本町）所属の今井双葉さんが合計 3,507 点（18 ゲーム）で、女
子個人で６年ぶりとなる２度目の栄光に輝きました。また、男子と組んだ 2
人混合チームで３位、４人混合チームでも３位となり、熊本県が団体総合で
２位となった原動力となりました。今井さんは２年前、アメリカ・ラスベガ
スで開催された世界ボウリング選手権大会女子個人戦で金メダルを獲得して
いる実力者で、現在は全日本ナショナルチームの副キャプテンも務めていま
す。来年には国際大会も控えており、日本代表として金メダル獲得を目標に
日々練習に励んでいるそうです。

優勝した今井さん

人形を操るピエロック一座

11/15　１日限定の校内美術館…菊鹿小学校スクールミュージアム

作品を鑑賞する菊鹿小学校の児童ら

　この取り組みは熊本県立美術館が主催となり、収蔵資料を県内の各学校に持
ち込み、本物の美術作品の鑑賞をすることで、児童の芸術・文化を愛好する心
情の育成を目的に開催されています。この日、菊鹿小学校体育館にはフランスの
画家、マルク・シャガールや熊本県出身の版画家、浜田知

ち

明
めい

の作品計 32点が展
示されました。学芸員による作者・作品の説明や作品にまつわるエピソードが紹
介されると、菊鹿小・中学校の児童・生徒や訪れた地域の人々は熱心に耳を傾け
ながら、普段見ることのできない作品をじっくりと鑑賞していました。
　鑑賞授業に参加した木村文

ふみ

香
か

さん（６年）は「どの作品もすごかったですが、
特に浜田知明さんの『初

しょねん

年兵
へい

哀
あい

歌
か

（歩
ほ

哨
しょう

）』は見ていて戦争のつらさが伝わって
きました。今度は美術館に行って他の絵も見てみたいです」と話しました。

11/11　森の中で操り人形のサーカス…ピエロック一座
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気づき・つなぐ山鹿市
…ゲートキーパー養成研修会　　　　　　　　       11 月 25 日

研修会の様子

　鹿本市民センターで山鹿回生
病院精神保健福祉士の上野知

とも

子
こ

氏を講師に招き「ゲートキーパー
養成研修会」が開催。会では
「ゲートキーパーの役割につい
て」の講演があり、理美容師会
や母子保健推進員らを含めた市
民32人が、自殺の危険を示すサ
インに気付き、その人に声を掛
け、話を聞いて、必要な支援に
つなげる「命の門番（ゲートキー
パー）」となるためのコミュニケー
ションについて学びました。

12/ ７　「がん」の予防・診断・治療・緩和ケア…山鹿市民医療センター「第４回市民公開講座」

　山鹿市民交流センターで「第４回市民公開講座」が開催されました。これは、
山鹿市民医療センターが主催で、熊本県指定がん診療連携拠点病院事業の一
環として毎年開催しています。ことしは「がんを考える　がんの予防、最新
治療から緩和ケアまで」をテーマに、その予防・診断・治療・緩和ケアにつ
いて分かりやすく説明し、がんの理解を深めることを目的としたものでした。
この日参加した市民ら約 250 人は、熊本大学病院および市民医療センター医
師５人の講演に耳を傾けました。また、講演終了後の講師による相談コーナー
では、多くの人ががんの予防・診断・治療などについて熱心に聞いていました。

講演会の様子

11/23　20年目を迎えた友好都市との交流…石の風ぐるま友好都市交流事業

　彫刻家、門脇おさむ氏制作の「石の風ぐるま」を縁とした、
岡山県高

たかはし

梁市、高知県四万十町との「石の風ぐるま友好都市交
流事業」を開催しました。この事業では行政のみならず、郷土
芸能や物産展示販売を行う民間団体による相互の交流が積極的
に実施されています。この日、富士ホテルで行われた交流会に
出席した３市町の関係者約80人は懐かしい顔との再会を喜び、
20年間の思い出話に花を咲かせていました。
　翌 24 日には山鹿さくら湯開湯まつりに合わせて、鹿本町の
「銭

ぜに

太鼓」、高梁市の「傘踊り」、四万十町の「とどろき太鼓」
がさくら湯多目的広場で披露されました。

交流会オープニングを飾ったコーラス鹿本の皆さん

　11月２、３日に長野県で行われた「ゆるキャラグランプリ2019」で、歴史
公園鞠

きく

智
ち

城のマスコットキャラクター「ころう君」がご当地部門・第３位に選
ばれました。このイベントは全国のゆるキャラが人気を競うもので、ご当地部
門では 427 体のゆるキャラが参加。８月１日〜10月 25日までインターネット
で投票が行われました。今回で10回目の開催となるこの大会に、ころう君は第
１回から出場し、昨年は11位でした。この日、中嶋憲

けんせい

正市長に報告に訪れたこ
ろう君とさきもりころう隊の上村豊

とよ

美
み

さんが「山鹿市の皆さんの応援のおかげ
です」とお礼を述べると、中嶋市長は「来年こそ１位を取りましょう」と激励
しました。受賞のメダルと賞状は鞠智城・温故創生館内に展示されています。 左から上村さん、ころう君、中嶋市長

報告に訪れた大城戸さん

台北国際青少年野球大会に出場
…山鹿中学校２年　大城戸陸

り く

琥さん　　　　　　　　 12 月４日
　山鹿市を本拠地に活動してい
る硬式野球チーム、熊本北部シ
ニア所属の大城戸さんは 12 月
21 〜 25 日に台湾の台北市で開
催される同大会に参加する九州
選抜チームに選出されました。
この日、中嶋憲

けんせい

正市長に報告に
訪れた大城戸さんは「自分の持
ち味である足を生かしたプレー
でチームに貢献したいと思いま
す。よい報告ができるよう頑張
ります」と抱負を述べました。

12/ ２　ころう君、全国３位に！…ゆるキャラグランプリ2019
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第
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大
会

山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

鹿
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支
部

　
11
月
10
日
、午
前
８
時
半
に
「
道

の
駅
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
」を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
80
チ
ー
ム

２
０
９
人
が
参
加
し
、約
10
㌔
の

コ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

各
支
部
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
応

援
も
あ
り
、順
調
に
大
会
の
運
営
が

で
き
ま
し
た
。参
加
し
た
人
は
個
人

や
グ
ル
ー
プ
、家
族
参
加
や
熊
本
走

天
使
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

山
鹿
少
年
少
女
合
唱
団

第
30
回
記
念
定
期
演
奏
会

山
鹿
少
年
少
女
合
唱
団

◦�

日
時
　
１
月
26
日
㈰

　
開
場
　
午
後
１
時
半

　
開
演
　
午
後
２
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

◦�

料
金
　
一
般
５
０
０
円

　
小
中
高
校
生
３
０
０
円

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
角
田
）

☎（
44
）２
６
６
４

入
学
生
徒
募
集

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

◦�

募
集
人
員
　
30
人
（
海
技
士
教
育

科
海
技
課
程
）

◦�

試
験
日
程
　
２
月
９
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時

◦�

場
所
　
口
之
津
海
上
技
術
学
校（
南

島
原
市
口
之
津
町
丁
５
７
８
２
）

◦�

願
書
受
け
付
け
　
１
月
６
日
㈪
〜

２
月
４
日
㈫

※�

受
験
資
格
、
入
学
検
定
料
な
ど
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
教
務
課
）

☎
０
９
５
７（
86
）２
１
５
２

不
動
産
で
気
に
な
る
こ
と

ご
相
談
く
だ
さ
いコ

ー
エ
イ
不
動
産

　
空
き
家
の
管
理
、
処
分
、
相
続
、

遺
言
な
ど
。
不
動
産
の
こ
と
で
気
に

な
る
こ
と
や
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
不
動
産
解
決
の
プ

ロ
が
対
応
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
１
月
19
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池

「
大
学
通
信
教
育
春
期
合
同

入
学
説
明
会
」
の
開
催

（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　
大
学
通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る
大

学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
に
よ
る
合

同
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
２
月
16
日
㈰

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
）

◦�

対
象
者
　
一
般
お
よ
び
高
校
生

◦�

入
場
　
無
料
（
入
退
場
自
由
）

※
参
加
申
し
込
み
不
要

◦�

内
容
　
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
参
加
者
は
希
望
す
る
大
学
の

教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

直
接
相
談
を
受
け
ま
す
。
参
加
者

に
は
大
学
通
信
教
育
の
概
要
、
学

習
方
法
、
開
設
学
科
一
覧
、
取
得

で
き
る
教
員
免
許
・
資
格
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
小
冊
子
「
大
学

通
信
教
育
ガ
イ
ド
」
を
配
布
し
ま

す
。

◦�

参
加
校
　
九
州
保
健
福
祉
大
学
、

環
太
平
洋
大
学
、吉
備
国
際
大
学
、

大
手
前
大
学
、
近
畿
大
学
九
州
短

期
大
学
、
法
政
大
学
、
慶
應
義
塾

大
学
、
中
央
大
学
、
日
本
大
学
ほ

か
計
45
校

◦
問
い
合
わ
せ
先

　（
合
同
入
学
説
明
会
担
当
）

☎
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

指
導
者
募
集

三
玉
Ｍ
Ｂ
Ｃ

　
令
和
元
年
度
よ
り
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
女
子
の
小
学
４
・
５
・

６
年
生
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
え
て

く
れ
る
指
導
者
、
バ
ス
ケ
経
験
者
の

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
に
２
、

３
度
の
活
動
で
も
大
歓
迎
で
す
。
興

味
の
あ
る
人
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
、
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
。

◦�

練
習
日
時

　
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

　�

午
後
５
時
〜
６
時
半

　（
土
曜
日
は
不
定
期
、
午
前
中
）

◦�

練
習
会
場
　
三
玉
小
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
松
山
）

☎
０
８
０（
３
９
７
１
）７
９
７
８

ろ
う
会
か
ら
と
さ
ま
ざ
ま
で
、参
加

者
は
内
田
川
の
河
川
沿
い
を
、約
２

時
間
掛
け
て
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら

マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
地
元
特
産
品
な
ど
を

商
品
と
し
た
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行

い
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。来
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。ま

た
、当
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
田
中
）

☎（
46
）５
０
７
５

市
野
間
口
３
３
８

−

１
）

◦�

参
加
費
　
無
料

※
１
組
１
時
間
で
限
定
４
組

　
先
着
順

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
本
田
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０
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街角Gallryギャラリー
今月の

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
無
料
相
談
会

熊
本
県
司
法
書
士
会
玉
名
山
鹿
支
部

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年

２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
と
し
て
県
下
一
斉
の
無
料

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。「
司

法
書
士
」
は
あ
な
た
の
相
続
に
関
し

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
い
た

し
ま
す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
２
月
８
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容
　
相
続
に
関
す
る
事
項
全
般

　�

登
記
・
遺
言
・
相
続
人
・
遺
産
・

赤
穂
市︵
姉
妹
都
市
︶と
の

剣
道
交
流
の
実
施

山
鹿
剣
道
協
会

　
令
和
元
年
11
月
３
日
、
兵
庫
県
の

赤
穂
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

「
第
31
回
忠
臣
蔵
旗
少
年
剣
道
大
会
」

（
小
・
中
学
生
１
３
２
チ
ー
ム
参
加
）

に
姉
妹
都
市
招
待
と
し
て
、
山
鹿
市

チ
ー
ム
（
中
学
生
男
子
１
チ
ー
ム
、

小
学
生
２
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
前
日
は
、
史
跡
見
学
で
赤

穂
市
と
山
鹿
市
の
関
わ
り
を
学
び
、

交
流
錬
成
会
を
通
し
て
赤
穂
市
、
北

海
道
砂
川
市
（
砂
川
市
は
赤
穂
市
の

姉
妹
都
市
）
の
剣
士
ら
と
友
好
を
深

め
ま
し
た
。
今
後
も
両
市
の
友
好
関

係
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
剣
道
交
流
を
通
し
て

山
鹿
市
の
少
年
少
女
が
見
聞
を
広

め
、
健
や
か
な
人
間
形
成
を
促
進
さ

秋
の
老
人
ク
ラ
ブ
恒
例
行
事
に

参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
山
鹿
支
部

︻
11
月
２
日
︼

「
山
鹿
支
部
老
連
芸
能
大
会
」

　
日
頃
か
ら
練
習
を
し
て
い
る
会
員

の
皆
さ
ん
が
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
60

演
目
も
の
芸
を
披
露
し
、
凝
っ
た
衣

装
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
と
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
健
康
づ

く
り
・
認
知
症
予
防
の
た
め
に
趣
味

活
動
を
普
及
し
て
発
表
会
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
２
月
14
日
㈮
に
は
２

年
に
一
度
、
八
千
代
座
で
山
鹿
市
全

体
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　 パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通） 　
問☎ (44)4835

※ 日曜日定休。時間は11：30～ 18：00
　（最終日は15：00まで）

▶三岳公民館　絵画教室作品展
　花、静物など水彩画で描く
　会員12人が約20点展示します
　講師：有働友明さん（山鹿市）
　 期間　１月６日㈪～17日㈮

▶山鹿市公民館自主講座　水彩画作品展
　 四季の風景、静物など会員14人が一人１点
　展示します
　講師：服部秋彦さん（山鹿市）
　期間　１月18日㈯～31日㈮

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
関
す

る
こ
と
、
そ
の
他
相
続
全
般

�

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
48
）２
０
６
２

︻
11
月
16
日
︼

「
女
性
部
主
催
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

　
山
鹿
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ

り
講
師
を
お
招
き
し
て
「
物
忘
れ
と

認
知
症
に
つ
い
て
、
そ
の
予
防
法
と

備
え
」
と
題
し
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
85
歳
以
上
に
な
る
と
２
人
に

１
人
は
認
知
症
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る
中
、
会
員
の
関
心
は
自
身
の
健

康
づ
く
り
で
あ
り
、
い
か
に
健
康
長

寿
を
全
う
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
は
一
般
の
人
も
参

加
・
受
講
で
き
ま
す
の
で
関
心
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先�（
事
務
局�

鬼
木
）

☎（
43
）１
１
０
４

熊
本
い
の
ち
の
電
話
自
殺
予
防

公
開
講
演
会

社
会
福
祉
法
人
熊
本
い
の
ち
の
電
話

◦�

日
時
　
２
月
11
日
㈷

　
午
後
２
時
〜
４
時

　（
受
け
付
け
：
午
後
１
時
半
）

◦�
場
所
　
熊
本
県
医
師
会
館
２
階

ホ
ー
ル（
熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
）

◦�

演
題
　「
気
持
ち
を
軽
く
す
る
コ

ツ
」
〜
認
知
行
動
療
法
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
も
ち
い
て
、
し
な
や
か
な

心
を
育
む
〜

◦�

講
師
　
大
野
裕ゆ

た
か

氏
　
精
神
科
医

　�

認
知
行
動
療
法
研
修
開
発
セ
ン

タ
ー
理
事
長

◦�

料
金
　
無
料

◦�

申
し
込
み
　
２
月
７
日
㈮
ま
で
に

氏
名
・
連
絡
先
を
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
平
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
）。

※�

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
手

話
通
訳
あ
り

�

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

０
９
６（
３
５
４
）４
６
６
５

℻  

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
の
文
化
・

歴
史
を
愛
す
る
人
づ
く
り
教
育
へ
の

貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
事
務
局�

松
尾
）

☎（
44
）２
９
２
７



肥
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狂
句

俳
　
句

短
　
歌

市
民
文
芸

広報やまが　2020. １　12

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

秋
澄
む
夜
世
界
遺
産
の
城
落
ち
る
　
　
　
福
島
　
好
美

心
こ
め
母
の
法
要
菊
日
和
　
　
　
　
　
　
吉
岡
由
美
子

早
朝
の
冬
め
く
川
辺
散
歩
か
な
　
　
　
　
吉
田
　
康
史

タ
ッ
プ
俳
句
会

●
山
口
信
博
選

夕
暮
れ
の
肌
に
し
と
し
と
氷
雨
か
な
　
　
大
薗
美
奈
子

月
光
や
空
群
青
の
果
て
し
な
く
　
　
　
　
栄
　
ひ
ろ
み

寒
つ
づ
く
朝
に
身
に
し
む
番
茶
か
な
　
　
村
上
　
和
代

山
鹿
俳
句
会
　
十
一
月
例
会

●
利
光
釈
郎
選

紅
葉
に
染
ま
り
て
届
く
宅
急
便
　
　
　
　
本
田
　
孝
子

寝
こ
ろ
べ
ば
戦
場
个
原
に
鰯
雲
　
　
　
　
古
閑
　
生
子

遠
出
し
て
気
に
な
る
夕
餉
秋
の
暮
　
　
　
谷
崎
　
弘
枝

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
十
月
例
会

●
互
選
句

よ
う
し
た
も
ん
　
良
か
跡
取
り
の
で
き
よ
ら
す

古
川
ひ
ろ
み

よ
う
し
た
も
ん
　
手
振
り
身
振
り
で
通
じ
よ
る

宮
園
須
眞
子

次
か
ら
次
　
話
の
種
ん
あ
る
も
ん
な伊

藤
　
　
元

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
十
一
月
例
会

●
藤
本
白
扇
選

あ
ァ
痛
か
　
愛
の
鞭
て
ち
ゃ
知
ら
だ
っ
た

長
野
　
お
節

今
は
違
う
　
心
入
れ
替
え
継
ぐ
家
業荻

　
　
正
好

考
え
過
ぎ
　
ど
う
せ
な
る
事
ッ
し
か
な
ら
ん

荒
木
ト
ン
ボ

今
は
違
う
　
イ
ワ
シ
サ
ン
マ
は
高
級
魚

遠
藤
　
上
気

泣
け
て
く
る
　
年
金
だ
け
で
暮
さ
な
ん

鳥
巢
万
年
青

●
桑
原
真
覚
選

若
っ
か
ね
ェ
　
ま
だ
開
け
と
ら
ん
玉
手
箱

松
尾
　
精
郎

泣
け
て
く
る
　
い
ち
い
ち
嬶
の
許
可
の
い
る

小
水
流
繁
富

今
は
違
う
　
御
亭
が
育
休
取
る
時
代竹

下
　
賀
松

鹿
本
短
歌
会
　
　
十
一
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

電
照
の
ハ
ウ
ス
か
が
や
く
菊
畑
開
花
遅
ら
す
イ
ル
ミ
賑
や
か
　
　
　
　
　
荒
尾
智
恵
子

ま
白
な
る
秋
明
菊
を
抱
き
師
は
逝
き
た
ま
ひ
け
り
た
だ
に
黙
し
て
　
　
　
中
山
　
秀
子

花
と
ぎ
れ
ゐ
た
り
し
庭
に
あ
か
あ
か
と
彼
岸
花
さ
く
青
空
の
下
　
　
　
　
江
良
美
佐
子

石
人
短
歌
会
　
十
一
月
例
会

●
富
田
豊
子
選

晩
秋
の
川
面
に
浮
か
ぶ
病

わ
く
ら

葉ば

も
滞
り
流
れ
ぬ
苛
立
ち
あ
る
や
　
　
　
　
　
田
代
　
春
美

秋
の
暮
亡
夫
と
歩
き
し
道
辿
る
紅
葉
み
し
日
は
遠
く
な
り
た
り
　
　
　
　
上
妻
千
佐
子

白
し
ら
と
滝
の
し
ぶ
き
に
苔
落
ち
て
紅
葉
は
炎
ゆ
る
西
阿
蘇
の
秋
　
　
　
三
森
　
京
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会
　
十
二
月
例
会

空
を
飛
ぶ
巨
大
な
龍
に
息
呑
め
ば
二
列
横
隊
鳥
の
一
群
れ
　
　
　
　
　
　
鹿
子
木
泰
子

海
越
へ
て
来
た
り
し
も
の
よ
鴨
の
群
れ
首
さ
す
り
合
ひ
鳴
く
鳴
き
鳴
く
も
　
山
口
　
信
博

去こ

ぞ年
来
た
る
鶯
な
る
や
お
さ
な
声
ケ
キ
ョ
と
一
声
残
し
て
去
れ
り
　
　
　
池
田
　
敏
子

鹿
北
短
歌
会
　
十
一
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

傷
つ
き
し
わ
れ
の
心
を
そ
の
ま
ま
に
噴
き
出
す
ご
と
く
彼
岸
花
咲
く
　
　
西
牟
田
節
代

三
日
目
に
孵
つ
た
雛
に
カ
ラ
ス
の
目
鳩
の
命
の
儚
さ
を
知
る
　
　
　
　
　
谷
口
　
安
徳

さ
ら
さ
ら
と
音
立
て
散
り
く
る
木
犀
を
仰
げ
ば
や
さ
し
弓
張
り
の
月
　
　
貞
熊
喜
美
子

菊
鹿
短
歌
会
　
十
一
月
詠
草

落
せ
な
い
心
の
傷
あ
と
全
開
の
シ
ャ
ワ
ー
の
音
が
虚
し
く
響
く
　
　
　
　
渕
上
　
修
次

●
渕
上
修
次
選

空
晴
れ
て
熟
れ
栗
の
実
は
じ
け
散
り
集
め
て
歩
む
地
下
足
袋
軽
し
　
　
　
片
山
　
陽
子

妻
い
ず
こ
居
間
の
朝
餉
に
湯
気
も
な
し
今
日
の
朝
ド
ラ
見
る
気
に
な
れ
ず
　
立
山
　
徳
明

鹿
央
短
歌
会
　
十
一
月
作
品

草
取
り
て
腰
を
伸
ば
し
て
見
上
ぐ
れ
ば
空
の
青
さ
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
　
竹
原
　
黎
子

空
に
虹
令
和
の
祭
典
厳
か
に
次
の
世
代
も
平
和
に
と
祈
る
　
　
　
　
　
　
木
下
　
精
子

屋
根
の
露
雨
樋
お
り
て
オ
ダ
マ
キ
の
乾
き
し
根
方
が
ほ
ど
よ
く
し
め
る
　
東
　
よ
り
子

三
岳
短
歌
会
　
十
一
月
例
会

赤
々
と
軒
柿
し
な
ふ
屋
敷
は
も
人
無
き
跡
の
栄
光
の
嵩
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
信
博

開
け
放
つ
東
の
空
に
円
月
が
あ
か
あ
か
と
し
て
夕
餉
に
ぎ
は
ふ
　
　
　
　
渡
辺
　
和
代

秋
長
け
て
木
の
下
陰
に
石つ

は蕗
の
花
黄
色
き
蕾
明
日
は
開
く
か
　
　
　
　
　
一
森
　
久
子

若
っ
か
ね
ェ
　
柿
も
リ
ン
ゴ
も
ガ
リ
ガ
リ
と

浦
上
　
公
子

今
は
違
う
　
若
い
時
に
は
出
来
た
の
に

有
働
ち
せ
子
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婚活ワークショップ & 男女交流イベント参加者募集中！

「しあわせ結婚への５ステップ」
　講師に山部かよさんを迎え、カフェのアットホームな雰囲気の中で、ワーク
ショップ & イベントを開催します。「すてきな出会いを見つけたい」という人は、
ぜひご参加ください。

♥参加条件　40 〜 55 歳の独身男女（山鹿市に住んでいる人、山鹿市内にお勤めの人、結婚後山鹿市で暮らしてみたい人）
♥募集人数　男性 12 人、女性 12 人（先着順）

問地域生活課　☎ (43)1114

◀講師：山部かよさん
　あい結婚スクール婚活コーチ。20 年以上学
び続けたプロモーション術や心理学などを集
大成した独自の婚活成功トレーニングメソッ
ドを開発。2009 年から熊本で婚活塾を開業。

日時　１月 12 日㈰
　　　午後２時半受け付け、午後３時〜６時予定
会場　メトロカフェ
料金　２千円（スイーツ＋ソフトドリンク）

申し込み方法
◦電話：(43)1114　　◦ Fax：(44)0373
◦メール：chiiki@city.yamaga.kumamoto.jp
◦持参：地域生活課
※ 電話、メールで申し込む場合は、名前、性別、年齢、

生年月日、住所、電話番号をお伝えください。
※  Fax、持参で申し込む場合は、地域生活課にある参

加申込書に必要事項を記入の上、ご提出ください。

今
月
の
展
示

ひだまり図書館

「ＮＨＫ大河　麒
き

麟
り ん

がくる」
明智光秀や織田信長に関する本を展示

「がんに関する本＆触診モデルの展示」

１月12日㈰〜２月23日㈷
◦２月１日㈯「がん相談inひだまり図書館」
がんに関する不安な気持ちに、専門相談員
が対応します

こもれび図書館
「こもれび本の福袋」
年の初めに本の福袋をご用意します

「リセット!!ダイエット・運動」
寒い冬こそ体を動かして健康に

「大代寅
と ら

次
じ

郎
ろ う

」展
山鹿の音楽と文化の振興に情熱を注いだ
大代寅次郎について展示

休 

館 

日

 ひだまり図書館
１月６日㈪・13日㈷・20日㈪・27日㈪
 こもれび図書館
１月８日㈬・15日㈬・22日㈬・29日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

近年、地震や大雨など災害が多発しています。そんな「も
しも」のときでも、この本があれば大丈夫！おいしい料
理ができます。

【ひだまり】【こもれび】

『「もしも」のときに役に立つ！�防災クッキング　１』
今泉マユ子 /著　フレーベル館 /出版

孤児のワニを育てたあおいアヒル。でも、成長し安心し
た頃、いろいろ忘れ出し…。育児と介護の本質、そして
無償の愛を感じるお話。

【ひだまり】【こもれび】

『あおいアヒル』
リリア /作　前田まゆみ /訳　主婦の友社 /出版

亜
あ や

夜とマサル、そして風間塵
じん

がピアノの恩師の墓参りを
する「祝祭と掃

そ う た い

苔」など全６編を収録。「蜜蜂と遠雷」の
スピンオフ短編小説集。

【ひだまり】【こもれび】【鹿北】【菊鹿】【鹿央】

『祝祭と予感』
恩田陸 /著　幻冬舎 /出版

体育教師を経て「きくち体操」を創始した著者。ダイエットで
はなく、体操であぶら身をごっそり落として姿勢を整えましょう。

【ひだまり】【こもれび】【鹿北】

『40代から始めよう！あぶら身をごっそり落とすきくち体操』
菊池和子 /監修　熊野チコ /マンガ

株式会社KADOKAWA/ 出版

蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

ひだまり図書館　　【ひだまり図書館　　【
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】図書館スタッフ おすすめの１冊

《防災》

《日本の小説》

《えほん》

《健康・美容》 ※ 年始休館（両館共通）　１月１日㈷〜３日㈮



広報やまが　2020. １　14

秋のイベントフォトリポート

①まほろば太鼓
②鹿北中学校のおみこし
③④丸太トライアスロン大会
⑤お楽しみ抽選会
⑥健康マラソン大会
⑦ 1000 人合唱
⑧農林産物加工食品品評会

①⑥ふるさと自慢こども祭り
②鹿本町の銭

ぜ に

太鼓
③岡山県高

た か は し

梁市の傘踊り
④高知県四万十町のとどろき太鼓
⑤落語家の桂竹

た け も ん

紋さん
⑦⑧ダンスコンテスト
⑨⑪伝説力くらべ綱引き大会
⑩ 綱引き大会ジュニア A の

部で優勝した宗方チーム

11/23、24
山鹿さくら湯
開湯まつり

2019

11/16、17
第 40 回

かほくまつり

写真提供：鹿北写真部

①

②

③

⑧

⑦

⑥ ⑤ ④

①

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦ ⑥

⑤

④

③

②
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前
回
ま
で
山
鹿
に
あ
る
装
飾
を
持
つ
横
穴
墓

を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
鹿
央
町
に
あ
る

持も
ち
ま
つ
つ
か
ば
る

松
塚
原
古
墳
を
紹
介
し
ま
す
。

持
松
塚
原
古
墳

　
持
松
塚
原
古
墳
は
菊
池
川
支
流
の
千
田
川
左

岸
の
台
地
上
に
あ
る
古
墳
で
す
。１
９
６
７（
昭

和
42
）
年
時
点
で
は
直
径
20
㍍
、
高
さ
４
㍍
の

円
墳
で
し
た
。
現
在
は
幅
11
㍍
、
長
さ
10
㍍
の

方
形
の
墳
丘
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
代
は
５
世
紀
後

半
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
本
格
的
な
調
査

が
行
わ
れ
て
い
な
い

た
め
、
内
部
の
構
造

な
ど
詳
し
い
こ
と
は

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

農
地
整
備
の
た
め
行

わ
れ
た
試
掘
調
査
で
は
、
阿
蘇
凝ぎ

ょ
う

灰か
い

岩が
ん

を
く

り
ぬ
い
て
作
ら
れ
た
幅
１
・
８
㍍
も
の
巨
大
な

石
棺
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
っ

て
石
棺
が
未
盗
掘
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
幅
１
・
68
㍍
の
ふ
た
に
は
巨
大
な
突
起
が

あ
り
、
棺か

ん
し
ん身
の
部
分
に
も
同
じ
突
起
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
家
の
形
を
模
し
た
家
形
石
棺
の

一
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
家
形
石
棺
と
は
名
前

の
通
り
家
を
模
し
た
石
棺
の
こ
と
で
、
ふ
た
の

部
分
が
屋
根
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
屋

根
の
部
分
に
は
、
長
方
形
の
窓
の
よ
う
な
透

第６回

山
鹿
の
装
飾
古
墳か

し
状
の
装
飾
が
線
刻
で
左

右
対
称
に
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
線
刻
が
何
を
表
現
し
て

い
る
の
か
は
不
明
で
す
。
未

盗
掘
の
装
飾
古
墳
と
い
う
こ

と
で
熊
本
県
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
古
墳
も
残
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
周
辺
か
ら
は
地
元
の
人
が
農
道

を
補
修
し
た
際
、
５
基
の
石
棺
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
調
査
の
結
果
、
石
棺
群
の
中
に
は
棺
の

底
に
真
っ
赤
な
丹に

（
赤
色
の
顔
料
）
で
染
め
た

砂
を
敷
い
た
も
の
や
、
長
さ
２
５
０
㌢
、
幅
94

㌢
の
巨
大
な
ふ
た
に
対
称
的
な
長
方
形
の
浮
き

彫
り
が
装
飾
さ
れ
て
い
る
家
形
石
棺
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
持
松
で
見
つ
か
っ
た
石
棺
群
は
、
戦
時

中
に
横
穴
を
掘
っ
て
防
空
壕ご

う

と
し
て
利
用
さ
れ

た
こ
と
や
、
石
棺
発
見
時
に
刀
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
し
た
が
売
却
さ
れ
た
、
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
石
棺
も
墳

丘
は
失
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
塚
原
古
墳
だ
け
墳

丘
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鹿
央
町
に
残
る
装
飾
古
墳
は
横
穴
墓
が
多

く
、墳
丘
状
の
装
飾
古
墳
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

持
松
塚
原
古
墳
は
現
在
に
残
る
貴
重
な
装
飾
古

墳
で
す
。

問
社
会
教
育
課　
☎（
43
）１
６
５
１

持松塚原古墳

石棺イラスト

　12 月４〜 10 日の「人権週間」に先立ち、11 月
23 日に山鹿さくら湯開湯まつり会場（さくら湯多目
的広場）において街頭啓発を行いました。市内 10
校の小・中・高校の児童生徒らと山鹿人権擁護委員
協議会から、計 62 人が参加し、市内の幼稚園・保
育園・認定こども園児や小学校児童が作った啓発グッ
ズを配布しました。
　「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、
かつ、尊厳と権利とについて平等である」とうたわれ
た「世界人権宣言」が 1948（昭和 23）年 12 月

10 日に国連総会で採択されたことを記念して、その
翌年から人権週間が設けられています。この人権宣言
の趣旨や重要性を広め、人権尊重思想の普及高揚を
図るために、まつり来場者などに人権の大切さを訴
えました。
　また人権週間に併せて、市内の子どもたちによる
生活画、人権標語、人権ポスターなどの作品 168 点
を各市民センター（11 月 28 日〜 12 月 10 日）お
よび市民交流センター（12 月 11 〜 20 日）に展示
しました。

問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第 12 号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が

「人権週間」街頭啓発を行いました

参加者による啓発グッズ配布の様子ステージでの人権週間 PR の様子
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地域おこし協力隊通信 問地域生活課 ☎（43）1114地域おこし協力隊通信

山
鹿
発 

食
卓
行
き

熟
れ
し
〜
話

や
ま
が
び
と

う

移住
定住

　私
が
住
む
菊
鹿
町
相
良
地
域
に
平
成
30
年

に
発
足
し
た
「
相
良
地
域
活
性
化
協
議
会
」

の
地
域
づ
く
り
視
察
研
修
で
、
先
日
、
下
益

城
郡
美
里
町
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　現
在
、
美
里
町
は
イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
フ
ッ

ト
パ
ス
を
取
り
入
れ
、
住
民
主
体
の
「
美
里

方
式
」
と
も
い
わ
れ
る
独
自
の
フ
ッ
ト
パ
ス

を
展
開
中
で
す
。
今
回
、
そ
の
県
内
外
で
有

名
な
「
美
里
フ
ッ
ト
パ
ス
」
を
体
験
す
る
こ

と
に
。
町
内
に
は
15
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、

ガ
イ
ド
（
地
図
）
購
入
後
、
コ
ー
ス
を
選
ん

で
歩
き
ま
す
。

　印
象
に
残
っ
た
の
は
地
域
の
お
も
て
な
し

意
識
の
高
さ
。
フ
ッ
ト
パ
ス
を
通
じ
て
、
人

を
お
迎
え
す
る
意
識
が
住
民
の
皆
さ
ん
に
浸

透
し
て
お
り
、
私
た
ち
も
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
気
さ
く
に
声
を
掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　12
月
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
私

の
任
期
は
終
わ
り
ま
す
が
、
今
後
も
山
鹿
市

民
と
し
て
活
動
を
続
け
る
予
定
で
す
。
皆
さ

ま
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
田
河
）

　昨
年
10
月
、
岩
崎
隊
員
任
期
満
了
。
続

い
て
12
月
、
田
河
隊
員
任
期
満
了
。
山
鹿

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
先
輩
２

人
が
相
次
い
で
卒
業
を
迎
え
、
残
る
私
の

任
期
も
あ
と
８
ヵ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

　総
務
省
事
業
と
し
て
平
成
21
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は

10
年
が
過
ぎ
、
現
在
、
全
国
約
千
の
自
治

体
に
約
５
千
人
が
着
任
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

任
務
に
従
事
。
任
期
３
年
を
終
え
た
後
の

定
住
率
は
約
６
割
と
い
う
こ
と
で
す
。

　任
期
満
了
の
２
人
は
鹿
北
町
と
菊
鹿
町

に
定
住
、
引
き
続
き
独
自
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
展
開
す
る
そ
う
で
す
（
３
年
間
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
！
）。
私
も
ま
た
、
任
期
満

了
後
も
山
鹿
市
内
を
拠
点
に
活
動
を
続
け

る
予
定
。
定
住
率
１
０
０
％
で
す
ね
。

　田
河
隊
員
の
後
任
、
11
月
に
着
任
さ
れ

た
横
谷
隊
員
は
建
築
の
プ
ロ
で
パ
ワ
フ
ル

な
人
。
新
た
な
年
、
令
和
２
年
も
山
鹿
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　（河
野
）

移住
定住

　皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
！ 

令
和
元
年
11

月
１
日
に
山
鹿
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
横
谷
隆
と

申
し
ま
す
。
昭
和
39
年
８
月
19
日
生
ま

れ
、
55
歳
、
B
型
、
動
物
占
い
ゾ
ウ
、

大
阪
市
出
身
、
熊
本
在
住
歴
34
年
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
関
西
訛
り
は
抜
け
ま
せ

ん
。
趣
味
は
、釣
り
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
・
お
酒
・

ご
朱
印
巡
り
・
温
泉
巡
り
で
す
。

　私
は
こ
れ
ま
で
、
建
築
業
界
一
筋
で

数
多
く
の
住
宅
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
新
た
な
社
会
貢

献
を
行
う
た
め
、
平
成
30
年
12
月
に
会

社
を
退
職
、
古
民
家
再
生
事
業
な
ど
、

独
自
の
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、
山
鹿
市
の
移
住
定
住
推
進
事

業
に
携
わ
り
、
空
き
家
の
利
活
用
を
通

し
て
各
地
の
地
域
お
こ
し
に
貢
献
し
な

が
ら
、
任
期
の
３
年
間
を
全
う
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。
皆
さ
ま
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　（横
谷
）

食と
農

山
鹿
de
宝
さ
が
し

あ
い 

ら

た
か
し

よ
こ
た
に

な
ま

消
費
者
行
政
に
関
す
る
市
長
表
明

●��「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の
お
知

ら
せ
」
な
ど
、
不
明
な
料
金
請
求
の
は
が
き

が
送
ら
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
身
に
覚
え

の
な
い
料
金
の
請
求
を
さ
れ
た
場
合
、
慌
て

て
相
手
に
連
絡
を
し
た
り
、
お
金
を
支
払
っ

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※���

不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

私
だ
け
は
大
丈
夫
!?

消
費
生
活
相
談

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
消
費

生
活
を
送
れ
る
よ
う
「
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　
悪
質
商
法
の
手
口
は
複
雑
か
つ
巧
妙
化
し
て
お

り
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
特

に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及

に
伴
い
、
誰
も
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
で
き
る

消
費
生
活
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
相
談
窓
口
の
充
実
と
出

前
講
座
な
ど
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
、
消
費
者
行

政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

山
鹿
市
長
　
中
嶋
　
憲け

ん

正せ
い
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問環境課  ☎(43)7211

バ
ン
ビ
通
信

問
消
防
本
部
予
防
課　　
☎（
43
）９
１
１
９

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を

　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
山
鹿
市
消
防
本
部
で
は
、
聴
覚

や
発
声
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
緊

急
通
報
で
き
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。
こ
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」は
、

既
存
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
や
メ
ー
ル

１
１
９
と
は
異
な
り
、
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
利
用
し
て
簡

単
な
操
作
で
素
早
く
緊
急
通
報
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
利
用
方
法

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

山
鹿
市
消
防
本
部
で
は
、
３
月

８
日
㈰
に
説
明
・
登
録
会
を
開

催
し
ま
す
。１
月
下
旬
に
説
明
・

登
録
会
の
案
内
を
各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
決
め
ら
れ
た
収
集
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　
各
収
集
所
は
地
元
の
自
治
会
で
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
都
合
が
良
い
か
ら
と
い
っ
て
、
通
り
す
が
り
や

通
勤
途
中
に
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
の
収
集
所
に
ご

み
を
捨
て
る
こ
と
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

②
朝
８
時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　
ご
み
収
集
車
は
朝
８
時
半
か

ら
各
収
集
所
を
回
っ
て
ご
み
を

収
集
し
ま
す
。
時
折
、
収
集
が

終
わ
っ
た
後
に
ご
み
を
出
す
人

が
い
ま
す
が
、
そ
の
ご
み
は
回

収
さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
し
ま

い
、
地
元
の
人
が
片
付
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

③
分
別
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
山
鹿
市
の
分
別
基
準
に
従
っ
て
分
別
し
、
缶
類
な

ど
の
容
器
包
装
は
中
身
を
取
り
除
い
て
洗
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。「
こ
の
く
ら
い
は
良
い
だ
ろ
う
」
と

軽
い
気
持
ち
で
行
っ
た
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
を
、
地

元
の
人
が
洗
浄
、
再
分
別
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
大
量
の
剪せ

ん
て
い定
枝
が
「
粗
大
ご
み
」
に
出

さ
れ
る
違
反
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
枝
類
・
木
材
・

木
片
は
指
定
袋
に
入
れ
て
「
燃
や
す
ご
み
」
に
出
す

決
ま
り
で
す
。
指
定
袋
に
入
ら
な
い
場
合
は
、
環
境

セ
ン
タ
ー
ま
で
自
己
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
搬
入

方
法
に
つ
い
て
は
環
境
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※�

収
集
所
の
管
理
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

き
れ
い
で
住
み
よ
い
山
鹿
市
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

※�

「
収
集
日
程
表
」
や
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」「
家
庭
ご
み
分
別
辞
典
」
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
必
要
な
人
は
、
環
境
課
や
各
市
民

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲家庭ごみの分け方・出し方▲家庭ごみ分別辞典

NET119 緊急通報システムのしくみ

スマートフォンを使った緊急通報の方法

①119ボタンをタッチ ②現在地を確認 ③通報種別を選択 ④自宅・現在地を選択



山鹿子育て支援センター ☎ (43)1270　　 おさか童夢（水・土曜のみ開所）☎(43)1155　　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター ☎ (32)3194　　 第一児童館　　　　　　　 　☎(43)1128　　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター ☎ (48)4660　　 中央児童センター　　　　 　☎(44)0057　 　　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター ☎ (46)6029　　 児童センター　　　　　　 　☎(46)4441
鹿央子育て支援センター ☎ (36)2150　　 鹿本児童館　　　　　　　 　☎(46)4455

小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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　「限界（壁）の向こう側は楽しかった！」「きついけど、
楽しい！」この生徒の言葉に象徴されるように、鹿北中
生は、きついことやさまざまな壁に対して積極的にチャ
レンジしてきました。そしてきついことや壁を乗り越え
た人にしか味わうことができない本当の感動、本当の達
成感を味わいながら成長を続けています。
　全校生徒 55 人と少な
いですが、夏の中体連で
は弓道部が県No.1、野球
部、女子ハンドボール部が
県ベスト８に入り、音楽部
は12月に行われた県の善
行児童生徒表彰を受けるな
ど、生徒の一生懸命が輝い
ています。
　また11月には、県内中
学校で１校のみが選ばれる
体力向上優秀実践校に選ば
れ表彰されました。
　本校のキーワードは「連

携」です。鹿北中は「インクルーシブ教育システムを土
台として、保小中連携、地域連携によるさまざまな人と
の出会いの中から、教育を創っている学校」です。
　今年度、小中合同運動会やJRCトレセン、オースト
ラリア交流などでたくさ
んの異年齢・異文化の
人々との出会いがありま
した。また、かほくまつ
りでは中学生が企画や準
備、当日の運営やイベン
トに積極的に関わり、地
域の皆さまに元気と希望
をお届けすることができました。さらに、２学期からは、
遠隔授業を取り入れ、宮古島の中学生との交流を始めて
います。
　これからも鹿北中生は、さまざまな世代、さまざまな
地域の皆さまとの交流を通して、考え方、生き方の刺激
を受けながら、日々成長を続けていきます。そして、一
人一人の個性がさらに輝き渡る、そんな学校を目指して
歩み続けていきます。

鹿北中学校データ　郡一路校長　生徒数 55 人

赤ちゃんがいる家庭の防災グッズ　どんな物がいるのかな？

55人の個性の輝き！ 鹿北中学校

　ベビーカーは使えないことが多いので「抱っこひも」「おんぶひも」があればより安全です。また
「遊び慣れたおもちゃ」を持っていくと安心して遊べます。日頃から備品を心掛けておき、いざとい
う時にスムーズな避難ができるようにしておきましょう。

いざという時に避難するための最低限必要なものをチェックしておきましょう！

音楽部のサロン会交流

オーストラリア・クーマとの交流会

県 No.1 に輝いた弓道部

らくらくミルク
缶から哺乳瓶に注いで
そのまま飲めます

スプーン、紙皿、紙
コップなどの食器類
使い慣れたスプーンを
用意

おしりふき、紙おむつ
（１週間分）
汚れた物を入れるビニ
ール袋も忘れずに

ウエットティッシュ、
洗浄綿棒
不衛生にならないよう
に必需品

バスタオル
おむつ替えマットやおく
るみの代用にもなる便
利物

使い捨てカイロ
温めるのに便利

母子手帳、保険証の
コピー
非常用持ち出し袋に必
ず用意を

水
ミルクを作る時はミネ
ラル成分の少ない軟水
がお勧め

哺乳瓶・マグ
割れないプラスチック
製が心配ないですよ

ベビーフード
そのまま食べられて、食
べ慣れた物が安心です

赤ちゃんがいる家庭の防災グッズ　どんな物がいるのかな？
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　いつ起こるか分からない災害に備えることはとても
大切です。三玉保育園では、食生活改善推進員の皆さ
んのご指導で、防災食の親子クッキングを行いました。

　「今日は災害が起きたと思っ
て、お水もあまり使えません」と
いうことから始まり「包丁もない
のでキュウリは空き缶の縁で切
りましょう」と続きます。
　ポテトサラダのジャガイモは、
おやつで食べる「じゃがりこ」を
お湯で戻して使う、パッククッキ
ングといって、高密度のポリエチ
レンの袋に食材を入れ、真空状態

にしてお鍋でぐつぐつ炊いての調理。ビールのアルミ
缶でお米の１合を炊く事もできるのです。
　なるほど、これなら各家庭ずつ調理もできるし、ア
レルギーのある人、固いものが苦手なお年寄りなどそ
れぞれに合わせて簡単に調
理ができるのです。
　こうやって７種類もの料
理を親子で作りました。お
いしい！みんなパクパク食
べました。
　災害の時でも温かい物が
家族で食べられるのです。
備えあれば憂いなし！知識も大きな備えです。

　私の子どもは５歳児の女の子です。わが子の通う米
田保育園では、子どもの誕生月に保護者が保育参観を
する「誕生月参観」があります。普段の子どもたちの
園での様子を見る事がで
き、園の行事のない日で保
護者の都合のよい日に、登
園から昼食までの半日、子
どもたちと過ごします。
　今回は一緒に鬼ごっこを
したり、きれいに色付いた
イチョウの葉で花を作った
り、また、おしゃべりをし
ながら菜園で大根のお世話
をするなど、楽しく過ごせ
ました。この日、参観の保
護者は私一人だったので、
子どもたちに大人気で「１
日保育士」になった気分で
した。毎日忙しい日々を
過ごす中、無邪気な子どもたちとの触れ合いの時間に、
とても癒されました。
　今年度でわが子は卒園になり寂しくなりますが、今
後も「誕生月参観」は続けていただきたいなあと思い
ます。

米田保育園　保護者より

　児童、保護者、学校職員、地域の皆さんが「友と共に」
活動できる場を設け、みんなで一つにまとまることを目
的に始めた「絆フェスティバル」を、本年度は12月１
日に開催しました。ＰＴＡ役員、学年委員、地区委員さ
んらが中心となって、児童にさまざまな体験学習を計画
していただきました。
　１年生は、祖父母
と一緒に折り紙遊び
を行いました。２年
生は、祖父母と一緒
に昔遊びを楽しみま
した。１年生と２年
生を合わせて 60 人
程の祖父母が来てく
ださいました。３年
生は、装飾古墳館の先生に来ていただいて火起こしを、
酪農家のご指導でバター作りを体験しました。４年生は、
講師をお迎えして、ミニ門松作りを行いました。５年生
は、６月に田植えをして、11月に稲刈りをしたもち米
を使って、餅つきともち米販売をしました。６年生は、

城北高校の先生と生
徒さんに来ていただ
き、福祉体験活動を
しました。
　お昼は物品バザー
やリサイクルバザー
にたくさんの人にご
利用いただきました。
　午後からは菊池少
年自然の家の先生にご協力いただいて、縦割り班の子ど
もたちと保護者の皆さんが一緒になって、チャレンジラ
ンキングを実施しました。
　心配された天候にも恵まれ、子どもたちは貴重な体験
をすることができました。実施後、子どもたちからは
「楽しかった」「またしたい」などの声がたくさん聞かれ、
めのだけ小が一つになれた素晴らしいフェスティバルに
なりました。

防災食親子料理教室
三玉保育園�☎ (43)6330

誕生月参観に参加して
米田保育園�☎ (43)1159

　友と共に　「第３回絆フェスティバル」 めのだけ小学校

めのだけ小学校データ　田島廣幸校長　児童数 288 人

包丁の代わりは空き缶の縁

ビールのアルミ缶で
１合のお米が炊けます

１年生の折り紙遊び

５年生の餅つき

一緒に食べるとおいしいね

さぁー、にげろー！
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４
元日

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
１歳６カ月児健診
30 年 5 月生
山鹿(大道・三玉小学校区を
除く)・鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

12 13 14 15 16 17 18
成人の日 ３〜４カ月児健診

１年９月生
三玉小学校区・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
１年５月生
三玉小学校区・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級（10ヵ月児）
31 年２月生
全地区
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
28 年９月生
山鹿（大道・三玉小学校
区を除く）鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

19 20 21 22 23 24 25
３〜４カ月児健診
１年９月生
山鹿（三玉小学校区を除
く）・鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
30 年５月生
大道・三玉小学校区・菊
鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
28 年９月生
大道・三玉小学校区・菊
鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

26 27 28 29 30 31
７〜８カ月児健診
１年５月生
山鹿（三玉小学校区を除
く）・鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

 ※場所の省略表記…【山健福】山鹿健康福祉センター
 　　　　　　　　　  【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康増進課へご連絡ください。
◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの
　・�印かん・妊娠届出書（予定日が分かるもの）・次の①、②いずれか（①妊婦本人のマイナンバーカード②妊婦本人の通知カードと運転免許証などの本人確認書類）
　・過去の妊娠、出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）※当日、都合が付かない場合は健康増進課までご連絡ください。ぜひ、ご夫婦でお越しください。

１月

令和２年度　各種健診希望調査票を郵送します！

　令和元年度の検診結果で精密検査の必要があった人は、医療機関で精
密検査を必ず受けましょう。紹介状を紛失した人はご連絡ください。

　※山鹿市は大腸がん検診の精密検査受診率が毎年低い状況です。

山鹿市における「がん」の現状
熊本県のがん登録（2015 年）より

　　　　（男性）　　（女性）
第１位　前立腺　 　乳房
第２位　大腸※　　   大腸※

第３位　肺　　　　 肺
第４位　胃　　　　 子宮
第５位　肝臓　　　 肝臓

　　　　（男性）　　（女性）
第１位　肺　　　　 大腸※

第２位　大腸※　　   膵
すいぞう

臓
第３位　胃　　　　 肺
第４位　膵臓　　　 子宮・肝臓
第５位　肝臓　　

　19 歳以上の人がいる全世帯へ、１月下旬に希望調査票を郵送します。この時期に忘れずお申し込みください。健診を希望
しない人も、必ず記入して返信をお願いします。

　がん検診は「がんによる早すぎる死亡を予防
する」ためのものです。がんは誰もが心配すべ
き病気ですが、早期発見することで９割以上が
治るといわれています。しかし、早期のうちは
自覚症状がないため検診を受けないと見つけら
れません。定期的な検診で、がんを早期発見し
ましょう。

　《山鹿市のがん検診の発見がん数》
（H28 〜 30 年度集団検診の集計）

　胃がん８人、肺がん８人、大腸がん 14 人
　乳がん 20 人、子宮頸

けい

がん２人
　前立腺がん 32 人

罹
り

患
か ん

数 死亡数
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高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期予防接種は３月末まで！

はたちの献血キャンペーン One More 400 献血キャンペーン

◦ 令和元年度対象者
　高齢者用肺炎球菌の定期予防接種の対象となるのは一生に一度だけです。今年度の対象者（下表の人）には４月の上旬に通知
文を送付しています。予防接種を受ける際に通知文が必要なため、通知文が届いていない人や紛失された人は、健康増進課へご
連絡ください。

◦山鹿市民医療センター
　受付時間 13：00 〜15：30

◦山鹿警察署
　受付時間 9：30 〜11：30

【献血日】１月 28 日㈫
献血にご協力ください

　献血者が減少しがちな冬季は、輸血用血液が不足しやす
い季節です。この時季に安全な血液を安定的に確保するた
め、新たに成人を迎える「はたち」の若者を中心に、献血
に関する理解と協力を呼び掛ける「はたちの献血キャン
ペーン」を実施します。特に若い人たちで、献血をしたこ
とがない人は、ぜひご協力をお願いします。

　今年度 400㎖献血２回目、３回目の人にお菓子の詰め合わせを
プレゼントします。400㎖献血は１年間に男性３回、女性は２回
ご協力いただけます。年に複数回のご協力をお願いします。

～誰かを思う　誰かを救う。はたちの献血～
◦キャンペーン期間　１月１日㈷～２月29日㈯

◦期間　３月31日㈫まで

◦ 個人負担金　2,600 円
※ 対象者で、生活保護世帯の人は生活保護証明書、市民税非課税世帯の人は市県民税課税台帳記載事項証明書を接種当日に医

療機関に持参すると、個人負担金は無料です。
◦ 実施機関　山鹿市、植木町の医療機関（実施していない医療機関もありますので事前にご確認ください）
※ 上記以外（県内）のかかりつけ医で接種が必要な人は、接種前に手続きが必要です。事前に健康増進課へご連絡ください。

◦ 接種回数　１回
◦ 接種期間　３月末日まで（医療機関の診療日のみ）

② 山鹿市に住所がある 60 歳〜 65 歳未満で、心臓・腎臓または呼
吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障
がいがある人、およびヒト免疫不全ウイルスで免疫の機能に日常
生活がほとんど不可能程度の障がいがある人（内臓疾患などの身
体障害者手帳１級程度を持っている人）

※ 過去に高齢者の肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）の予防接
種を済ませた人は、定期接種の対象外です。

年齢 対象生年月日
65 歳 昭和 29 年４月２日〜昭和 30 年４月１日生
70 歳 昭和 24 年４月２日〜昭和 25 年４月１日生
75 歳 昭和 19 年４月２日〜昭和 20 年４月１日生
80 歳 昭和 14 年４月２日〜昭和 15 年４月１日生
85 歳 昭和   ９年４月２日〜昭和 10 年４月１日生
90 歳 昭和   ４年４月２日〜昭和   ５年４月１日生
95 歳 大正 13 年４月２日〜大正 14 年４月１日生

100 歳 大正   ８年４月２日〜大正   ９年４月１日生
101 歳以上  大正   ８年４月１日以前生まれ

①対象者年齢
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11
うぶごえ

※11月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

お く や み

およろこび

山　鹿
　山　鹿

▲

上田　忠義さん(76)　上月　京子さん(82)
　　　　　高松　結子さん(93)　新谷　良子さん(84)
　　　　　齋藤十四郎さん(94)　白石　ムツさん(105)
　　　　　栃原イキヨさん(97)　藤　　光子さん(88)
　米　田

▲

北原　　光さん (91)
　川　辺

▲

髙田　春行さん(89)　山田　壽枝さん(77)
　　　　　田中　正一さん (79)
　八　幡

▲

源　　泰成さん(68)　長瀬　淑子さん(82)
　　　　　田上　博也さん (77)
　平小城

▲

永田　繁秋さん(81)　木村　定子さん(83)
　三　岳

▲

阿部知枝子さん (81)
　三　玉

▲

池田　哲朗さん(88)　社方　照子さん(81)
　　　　　蒲生　健一さん(78)　富田　義弘さん(66)
　大　道

▲

野滿　研一さん (68)
鹿　北
　岳　間

▲

藤本八千代さん (95)

　岩　野

▲

北𠩤　賴母さん(83)　渡邊フイコさん(89)
　　　　　野中　俊成さん(77)　栗原サカヱさん(93)
　　　　　西牟田輝光さん (76)
　広　見

▲

川崎　勝義さん(49)　井上　雅憲さん(65)
菊　鹿
　内　田

▲

古家　和幸さん(49)　杉　　幸子さん(80)
　　　　　髙木　和子さん (91)
　六　郷

▲

長嶋　定男さん(90)　木庭　道子さん(88)
　城　北

▲

　尾　幸子さん(83)　堤　サヨ子さん(85)
　　　　　髙木トシエさん(95)　平田ヨシノさん(98)
鹿　本
　来　民

▲

津留　尊麿さん(79)　松山　則雄さん(95)
　　　　　古賀テル子さん (86)
　稲　田

▲

有尾　政俊さん(86)　前田喜代子さん(88)
　　　　　渡邉　二見さん(96)　芹川キクエさん(102)
　中　富

▲

本田　術香さん (93)
鹿　央
　米野岳

▲

野上　美和さん (93)

山　鹿
　山　鹿

▲

丸山翔太郎さん♥仲野　恵美さん
　　　　　吉本　　翔さん♥橋本菜々星さん
　　　　　緒方　　仁さん♥植田　　楓さん
　　　　　本田　勝也さん♥甲田　　歩さん
　　　　　田中　優智さん♥⻆田　真実さん
　米　田

▲

前田　浩明さん♥畦元　智実さん
　川　辺

▲

森　　健二さん♥宮﨑　晴香さん
　　　　　斉藤　尊士さん♥木下真紀子さん
　三　玉

▲

池田　充伸さん♥古閑保奈美さん
　大　道

▲

横谷新太郎さん♥梨木　　瞳さん
鹿　北
　岳　間

▲

大渕　准也さん♥團之原香織さん
菊　鹿
　六　郷

▲

高木　健伍さん♥阪本　侑加さん
鹿　本
　来　民

▲

池上　和徳さん♥石橋かすみさん
　稲　田

▲

上野　禎一さん♥石川　沙綾さん
鹿　央
　千　田

▲

竹田　和博さん♥江良　市子さん
　米野岳

▲

片山　典駿さん♥黒田　実佑さん

山　鹿
　山　鹿

▲

作田　愛
あ い

虎
と

さん　福島　颯
そ う

真
ま

さん
　　　　　内倉　一

い つ

樹
き

さん　北野　和
ほ の

果
か

さん
　　　　　小林　依

え な

奈さん　渡辺　涼
りょう

太
た

さん
　　　　　松本　莉

り な

奈さん　宇都　太
ひ ま り

陽さん
　　　　　橋本　苺

い ち

奈
な

さん　坂上　琥
く

音
お ん

さん
　米　田

▲

小北　佳
か

緖
お る

さん
　八　幡

▲

早田　芽
め い

生さん
　三　玉

▲
田中　麻

ま ゆ

夢さん
　大　道

▲
松永希

き く り

久梨さん　木村　颯
そ う

希
き

さん
　　　　　迎田　蓮

れ ん し ん

心さん
鹿　北
　岳　間

▲

末藤　祈
い の

莉
り

さん　伊藤　希
の ぞ

美
み

さん
　岩　野

▲

竹下　蒼
あ お

人
と

さん　白田　凪
な ぎ

士
と

さん
菊　鹿
　六　郷

▲

米川　　柊
しゅう

さん　前田　　颯
そ う

さん
　城　北

▲

髙木日
ひ よ り

与莉さん
鹿　本
　来　民

▲

松川　観
か ん

大
た

さん　笠井　朔
さ く

和
と

さん
鹿　央
　千　田

▲

服部　美
み

空
くる

さん
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お
知
ら
せ

今
月
の
納
税
・
保
険
料

● 

市
県
民
税
（
第
４
期
）

● 

国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期
）

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
７
期
）

● 

納
期
限　
１
月
31
日
㈮

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

●  

夜
間
（
平
日
）　
１
月
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

午
後
５
時
半
〜
午
後
７
時

● 

休
日
（
日
曜
）　
１
月
26
日
㈰

　
午
前
８
時
半
〜
正
午

●
場
所　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
４

山
鹿
市
物
品
購
入
契
約
等
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書（
指
名
願
）の
受
け
付
け

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書（
指
名
願
）の
追
加
受
け
付
け

　
山
鹿
市
が
令
和
２
・
３
年
度
に
行
う
物
品

購
入
契
約
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人

の
申
請
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

● 

受
付
期
間
　
２
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

● 

受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15

　
山
鹿
市
が
令
和
２
年
度
に
行
う
建
設
工
事

な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
の
、
追

加
申
請
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

● 

受
付
期
間
　
２
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

　（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

● 

受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15

分
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

● 

受
付
場
所　
鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
２
階
資
料
室
（
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー
横
）

● 

提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
（
市
内
業

者
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

● 

提
出
書
類　
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
様
式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
提
出

要
領
」
に
つ
い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
①
表
紙

　
②
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　
③
工
事
経
歴
書
・
測
量
等
実
績
調
査

　
④
営
業
所
一
覧
表

　
⑤
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

　
⑥
業
態
調
書

　
⑦�

建
設
業
許
可
証
明
書
の
写
し
、
測
量
・

設
計
・
コ
ン
サ
ル
登
録
証
の
写
し

　
⑧�

商
業
登
録
謄
本
（
法
人
）
ま
た
は
身
元

証
明
書
（
個
人
）（
写
し
可
）

分
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

● 

受
付
場
所　
鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
２
階
資
料
室
（
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー
横
）

● 

提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
（
２
月
28

日
㈮
消
印
ま
で
有
効
）

● 

提
出
書
類　
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
掲
載
の

様
式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
提
出
要
領
」

お
よ
び
「
山
鹿
市
物
品
購
入
契
約
等
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
手
引
き
」
に
つ
い
て

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
様

式
は
、
防
災
監
理
課
で
配
布
も
で
き
ま
す
。

　
①
提
出
書
類
確
認
表

　
②�

令
和
２
・
３
年
度
物
品
購
入
契
約
等
に

係
る
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
様
式
第
１
号
）

　
③
登
記
事
項
証
明
書（
写
し
可
）法
人
の
み

　
④
印
鑑
登
録
証
明
書
（
写
し
可
）

　
⑤�

営
業
所
一
覧
表
（
様
式
第
２
号
）

　
　（
本
店
の
み
の
場
合
は
不
要
）

　
⑥�

契
約
希
望
種
目
一
覧
表（
様
式
第
３
号
）

そ
の
１
〜
そ
の
４
全
て
提
出
・
販
売
代

理
（
特
約
）
店
証
明
の
写
し

　
　（
な
い
場
合
は
不
要
）

　
⑦�

許
認
可
一
覧
表
（
様
式
第
４
号
）

　
　（
な
い
場
合
は
不
要
）

　
・�

許
認
可
等
を
証
す
る
書
類
の
写
し

　
　（
な
い
場
合
は
不
要
）

　
⑧�

申
請
営
業
所
等
に
お
け
る
資
格
者
数一覧

表
（
様
式
第
５
号
）（
な
い
場
合
は
不
要
）

　
・�

申
請
を
希
望
す
る
本
店
、
支
店
ま
た
は

営
業
所
に
お
け
る
も
の

　
⑨�

委
任
状
（
様
式
第
６
号
）（
支
店
、
営

業
所
等
に
権
限
を
委
任
す
る
場
合
の
み
）

　
⑩
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）（
写
し
可
）

　
・�

委
任
先
が
あ
る
場
合
、
県
税
・
市
税
分

　
⑨
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）（
写
し
可
）

　
　�

委
任
先
が
あ
る
場
合
、
県
税
・
市
税
分

は
本
店
・
委
任
先
双
方
必
要

　
⑩
印
鑑
証
明
書
（
写
し
可
）

　
⑪
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

　
⑫
技
術
職
員
名
簿

　
⑬
営
業
用
機
械
器
具
一
覧
表

　
⑭
建
退
共
加
入
・
履
行
証
明
書
（
写
し
可
）

　
⑮
労
働
保
険
料
納
付
証
明
書
（
写
し
可
）

　
⑯
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書（
写
し
可
）

　
⑰�

委
任
状
（
支
店
・
営
業
所
な
ど
に
権
限

を
委
任
す
る
場
合
の
み
）

　
⑱
暴
力
団
関
係
で
な
い
旨
の
誓
約
書

　
⑲
役
員
お
よ
び
株
主
（
出
資
者
）
調
書

　
Ａ�

入
札
参
加
を
希
望
す
る
業
種
調
書

　
Ｂ�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
書

　
Ｃ�

Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
を
証
明
す
る
書
類（
写
し
）

　�

Ｄ��

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
登
録
を
証
す
る

書
類
（
写
し
）

・ 

建
設
工
事
業
者
は
①
〜
⑲
を
、
測
量
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
は
①
〜
④
、
⑦
〜
⑬
、

⑰
〜
⑲
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

⑰
⑲
は
該
当
す
る
場
合
の
み
提
出

・ 

Ａ
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
建
設
工
事
全
業

者
提
出
。

・ 

Ｂ
Ｃ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
市
内
業
者
の
格
付
け
に

必
要
な
た
め
、該
当
す
る
場
合
は
必
ず
提
出
。

・ 

提
出
関
係
書
類
は
４
版
フ
ァ
イ
ル
（
焼
却
で

き
る
素
材
で
表
紙
お
よ
び
背
表
紙
に
商
号

ま
た
は
名
称
を
記
入
）
に
と
じ
込
み
提
出
。

問
防
災
監
理
課
　
監
理
契
約
係

　
受
付
期
間
中

☎
０
８
０（
９
１
１
８
）９
１
５
９

　
受
付
期
間
外
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
１
３

は
、
本
店
・
委
任
先
双
方
必
要

　
⑪�

暴
力
団
等
に
該
当
し
な
い
こ
と
の
誓
約
書

問
防
災
監
理
課
　
監
理
契
約
係

　
受
付
期
間
中

☎
０
８
０（
９
１
１
８
）９
１
５
９

　
受
付
期
間
外
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
１
３
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職　種 職　名 募集
人数 勤務日

勤務時間 勤務場所
月額報酬
（目安）9：00〜

16：00
8：30〜
17：00 その他 市役所 公共施設 小中学校

保育園等

一般事務
事務職員 20 週５日 ○ ○ ○ 141,387
情報処理員 14 週５日 ○ ○ ○ 119,922

相談員

地域おこし協力隊員 3 週５日 ○ ○ 163,587
納税相談員 2 週４日 ○ ○ 153,600
就労支援員 1 週４日 ７時間 ○ 119,876
女性福祉相談員 1 週３日 6.5時間 ○ 108,847
消費生活相談員 1 週５日 ○ ○ 167,458
介護保険料納付相談員 1 週５日 ○ ○ ○ 137,032
農地中間管理機構集積推進員 1 週５日 ○ ○ 155,767

指導員

地域人権教育指導員 2 週４日 ○ ○ 123,948
青少年育成指導員 1 週４日 ○ ○ 123,948
社会教育指導員 1 週４日 ○ ○ 123,948
公民館指導員 12 週５日 ○ ○ 113,109
社会体育指導員 1 週５日 ○ ○ 209,322

福祉関係

看護師 4 週５日 ○ ○ ○ 148,800
看護師（介護支援専門員に準ずる業務） 8 週５日 ○ ○ ○ 161,729
保健師 5 週５日 ○ ○ ○ 153,600
管理栄養士 3 週５日 ○ ○ ○ 148,800
栄養士 1 週５日 ○ ○ ○ 141,058
主任介護支援専門員 2 週５日 ○ ○ ○ 174,503
介護支援専門員 4 週５日 ○ ○ ○ 161,729
介護保険訪問調査員 12 週５日 ○ ○ ○ 148,800

小中学校
関係

学校事務員 4 週５日 ○ ○ 141,387
外国語指導助手 8 週５日 ○ ○ 310,000
学校教育支援員 4 週５日 ７時間 ○ 176,580
合理的配慮協力員 3 週４日 ７時間 ○ 136,350
特別支援教育支援員 10 週５日 ７時間 ○ 155,083
特別支援教育支援員補助 7 週５日 ７時間 ○ 131,961
学校教育指導員 12 週５日 ７時間 ○ 155,083
学校教育指導員補助 7 週５日 ７時間 ○ 131,961
スクールソーシャルワーカー 3 週３日 ○ ○ 216,000
部活動指導員 10 週５日 2.5時間 ○ 47,129
読書活動推進員 6 週５日 ○ ○ 116,593

幼稚園
保育園
関係

幼稚園教諭 3 週５日 ○ ○ 154,935
保育教諭 10 週５日 ○ ○ 166,161
保育教諭補助 1 週５日 ○ ○ 115,741
保育士 21 週５日 ○ ○ 166,161
保育士（保育施設以外の勤務） 7 週５日 ○ ○ 154,935
保育士補助 2 週５日 ○ ○ 115,741
看護師（保育施設勤務） 2 週５日 ○ ○ 166,161
保育相談員 1 週３日 ○ ○ 100,474
子ども相談員 4 週４日 ７時間 ○ 119,876

調理業務
調理師 26 週５日 ○ ○ 139,161
調理師補助 23 週５日 ○ ○ 131,709

図書館

図書館管理者 1 週５日 ○ ○ 151,354
図書館主任司書 2 週５日 ○ ○ 141,058
図書館司書 7 週４日 ○ ○ 123,948
図書館司書補助 10 週４日 ○ ○ 116,593

文化財
文化財管理作業員 1 週４日 ○ ○ 161,729
文化財発掘作業員 2 週４日 ○ ○ 113,109

公共施設
隣保館管理者 2 週４日 ○ ○ 151,354
児童厚生員 8 週５日 ７時間 ○ 139,909

任用職種等一覧表
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令和２年度（2020年４月〜）

「会計年度任用職員」を募集します（任用申込登録開始）

　令和２年４月から任用する「会計年度任用職員」を募集するに当たり、任用申込登録を受け付
けます。この任用申込登録については、受付日から１年間を登録期間とし、会計年度任用職員を
任用する必要が生じたときに、登録していただいた人の中から条件に合う人を選考し、面接を行
い任用します。
　※任用定数に到達した際には、連絡はしませんので、あらかじめご了承ください。

●申込登録期間　令和２年1月6日㈪以降随時受け付けします。
●申し込み登録方法　  山鹿市ホームページ（専用サイト）、郵送、市役所窓口（総務課）へ持参。
（登録申請書は、山鹿市ホームページまたは市役所・各市民センターにご用意しています）
●任用期間　令和２年４月１日㈬〜令和３年３月３１日㈬

任用職種などは一覧表をご覧ください。
（勤務日および勤務時間についてはご相談をお受けします）

採用面接は任用開始予定日の１ヵ月〜２ヵ月前に実施します。
（面接日時などについては別途ご連絡します）

※「会計年度任用職員」は従来の臨時・非常勤職員の新たな名称です。

【問い合わせ・申込提出先】
　　総務課職員係　　〒861-0592　山鹿市山鹿987番地3　　☎（43）1117

（勤務条件など）
１．全ての職種において所定労働時間を超える勤務が生じる場合があります。
２．一覧表の報酬は勤務日・勤務時間など勤務条件により変動します。
３． 報酬のほか、勤務条件に応じて通勤に係る費用、期末手当、時間外報酬などを規定に基づ

き支給します。
４．年次有給休暇や特別休暇があります。
５．健康保険、厚生年金保険、労働者災害補償保険および雇用保険の適用があります。
６．以下に該当する人は申し込み登録ができません。
　　① 禁

き ん

錮
こ

以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるま
での人

　　②山鹿市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　　③ 人事委員会または公平委員会の委員の職にあって、地方公務員法第60条から第63条までに規

定する罪を犯し、刑に処せられた人
　　④ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊する

ことを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した人
　　⑤ 希望する職種が、資格または免許を要する場合にあっては、当該資格などを取得していない人
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入札結果の報告（11 月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）

入札日 工事名 工事場所 落札業者 落札額（円）

11/6 鍋田団地雨水路改修工事（１工区） 鍋田地内 ㈲モリモトブロック 7,909,000

11/6 上久野Ａ団地排水設備工事 鹿央町千田地内 ㈱誠和 14,025,000

11/6 蒲生用水機場改修工事（適正化事業 43 期生） 蒲生地内 アイビー浄水㈲ 6,677,000

11/19 豊前街道沿線街路灯 LED 化工事 山鹿地内 ㈲矢野電設 9,240,000

11/19 黒蛭堀切線道路改良工事 菊鹿町木野地内 ㈲康栄土木 19,965,000

問防災監理課　☎（43）1113

　国民年金は、年を取ったときや病気やけがで障がいが残ったときなど、い
ざというときの生活を現役世代みんなで支える制度です。

将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳以上 60 歳未満の人（厚生年金や共済組合に加入している人、その人に扶養されている配偶
者を除く）が加入して保険料を納める制度です。年金の給付は将来にわたって保障されます。

老後のためだけではありません
　国民年金には、年を取ったときの「老齢年金」のほか、病気やけがで障がいが残ったときの「障害年金」、加
入者が死亡したときに遺族が受け取れる「遺族年金」があります。

国民年金の加入について
　20 歳になった人には、日本年金機構から、国民年金に加入したことを知らせる通知が届きます（厚生年金ま
たは共済年金に加入している人を除きます）。
　20 歳になってから、おおむね２週間以内に「国民年金加入のお知らせ」「国民年金保険料納付書」「国民年金
の加入と保険料のご案内（パンフレット）」「保険料の免除納付猶予制度と学生納付特例制度の申請書」「返信用
封筒」が送付されます。「年金手帳」は別途送付されますので，大切に保管してください。
　20歳になったときに、配偶者（厚生年金・共済年金に加入されている人）の扶養となっている人は、配偶者の
勤務先へ連絡し、国民年金第３号被保険者の手続きをしてください。

保険料を納めることが難しい場合
　学生や、所得が少ないなどの理由で保険料を納めることが難しいときは、申請すると免除を受けることがで
きます。ただし、前年度の所得や世帯状況によっては免除を受けられない場合もありますので、詳しくはご相
談ください。

※ 免除が承認された期間は、保険料を全額納めた人に比べると、将来の年金の受給額が少なくなります。
免除した保険料は、10 年以内に申請すると、さかのぼって納めることができます。

新成人の皆さんへ 20 歳になったら国民年金

「ねんきんネット」を利用しましょう！
　パソコンやスマートフォンで自分の年金情報を 24時間いつでもどこでも手軽に確認できるサービスです。
　

問国保年金課後期医療年金係　☎（43）1576

ね ん き ん ネット
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２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

政
治
家
が
年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ

つ
状
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

保
育
士
を
目
指
す
学
生
へ
の

貸
し
付
け
に
つ
い
て

保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
支
援
制
度

　
令
和
２
年
２
月
１
日
㈯
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る

「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
農
林
業
の
現
状

を
調
べ
、
今
後
の
農
林
業
施
策
に
役
立
て
る

た
め
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切

な
調
査
で
す
。
１
月
上
旬
か
ら
農
林
業
を
営

ん
で
い
る
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
伺

い
、
経
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
票
の
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
総
務
課
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
１
７

　
年
末
年
始
の
あ
い
さ
つ
状
や
贈
り
物
、
お

祝
い
事
を
す
る
機
会
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す

が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
送
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付

や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
「
明
る
い
選
挙
」

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
保
育
士
を
目
指
す
学
生
を
支
援

す
る
た
め
、
学
費
や
生
活
費
な
ど
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 

対
象
　
保
育
士
資
格
を
取
得
で
き
る
大
学

　
県
で
は
、
保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
や
復
職

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
一
つ
に
、

農林業センサスマスコット
キャラクター「つっちー」

①
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　�

政
治
家
は
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
、

答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き

年
賀
状
・
暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ

い
さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）
を
出
す

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
政
治
家
の
寄
付
の
禁
止

　�

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
寄

付
を
す
る
こ
と
、
政
治
家
以
外
の
人
が
政

治
家
名
義
の
寄
付
を
す
る
こ
と
は
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③ 

政
治
家
に
対
す
る
寄
付
の
勧
誘
・
要
求
の

禁
止

　�

政
治
家
に
対
し
寄
付
を
す
る
よ
う
勧
誘
や

要
求
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
治
家
を
威
迫
し
て
、
あ
る
い
は
政

治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ

る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
付
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求

め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

④
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
付
の
禁
止

⑤
後
援
団
体
の
寄
付
の
禁
止

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局☎（

43
）１
５
９
４

や
専
門
学
校
な
ど
で
保
育
士
を
目
指
す
学

生
◦ 

期
間
　
２
年
間

◦ 

金
額
　
月
額
５
万
円
以
内

※�

卒
業
後
、
県
内
の
保
育
所
な
ど
で
５
年
間

（
一
部
地
域
は
３
年
間
）
継
続
勤
務
し
た

場
合
は
、
返
済
免
除
。

問
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
で
、
今
後
保
育
所
な

ど
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
へ
の
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◦
保
育
料
の
一
部
貸
し
付
け

　
お
子
さ
ん
の
保
育
料
の
半
額

　（
月
額
上
限
２
万
７
千
円
）

◦
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
し
付
け

　
転
居
費
用
な
ど
の
就
職
準
備
金

　（
上
限
40
万
円
）

※�

ど
ち
ら
も
２
年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合

は
、
返
済
免
除

問
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７
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ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
防
止
装
置

費
用
の
一
部
を
補
助

県
内
学
生
の
パ
ス
ポ
ー
ト
新
規
取
得
へ

の
助
成
事
業

ペ
ッ
ト
か
ら
の
感
染
症
防
止

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
制
度
の
ご
案
内

　
全
国
的
に
高
齢
者
運
転
に
よ
る
「
ア
ク
セ

ル
」
と
「
ブ
レ
ー
キ
」
の
踏
み
間
違
い
に
よ

る
深
刻
な
事
故
が
発
生
し
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
運
転
者
の
安
全
運

転
対
策
の
一
環
と
し
て
、
県
と
県
交
通
安
全

推
進
連
盟
で
は
、
高
齢
運
転
者
に
対
す
る
後

付
け
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の
設

置
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦ 

対
象
　
県
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
運
転
者

◦ 

内
容
　
協
力
店
舗
で
購
入
・
設
置
す
る
ペ

ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の
費
用
の

一
部
を
最
大
３
万
円
補
助

◦ 

期
間
　
１
月
８
日
㈬
〜
２
月
29
日
㈯

※�

詳
し
く
は
県
ま
た
は
県
交
通
安
全
推
進
連

盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
て

海
外
渡
航
し
た
県
内
の
学
生（
高
校
生
以
上
、

15
歳
以
上
30
歳
未
満
）
の
人
に
、
５
千
円
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
、
初
め
て
の
海
外
へ
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
。

◦ 

対
象
期
間
　
令
和
元
年
７
月
１
日
出
国
〜

令
和
２
年
２
月
29
日
㈯
帰
国
分

※�

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
熊
本
県
国
際
協
会
」
で
検
索�

問
県
国
際
協
会☎

０
９
６（
３
３
３
）２
１
７
１

　
家
族
の
一
員
で
も
あ
る
ペ
ッ
ト
で
す
が
、

人
に
感
染
す
る
病
原
体
を
持
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
か
ら
飼
い
主
へ
の

感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
過
剰
な
触
れ
合
い

は
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
に
寄
生

す
る
ノ
ミ
や
マ
ダ
ニ
を
介
し
た
感
染
を
防
ぐ

た
め
、
寄
生
虫
の
駆
除
や
ペ
ッ
ト
に
定
期
検

診
を
受
け
さ
せ
る
な
ど
、
日
常
の
健
康
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
が
あ
る
と
、
飼
い
方
や
病
気
の
予
防
に
関

す
る
相
談
が
で
き
、
安
心
で
す
。

問
山
鹿
保
健
所
　
　
　
　
☎（
44
）４
１
２
１

冬
は
水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　　
現
在
、
水
道
管
の
凍
結
事
故
が
発
生
し
や

す
い
時
季
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
管
が
凍

結
す
る
と
、水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

修
理
に
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
事
前

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
凍
結
防
止
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
凍
結
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

　
・
風
当
た
り
の
強
い
屋
外
に
あ
る
水
道
管

　
・
日
陰
に
あ
る
水
道
管

　
・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管�

●
凍
結
防
止
の
仕
方

　
水
道
管
に
保
温
材
を
巻

き
ま
す
。
蛇
口
が
破
損
し

や
す
い
の
で
、
し
っ
か
り

と
水
道
管
を
包
ん
で
く
だ

さ
い
。
保
温
材
と
し
て
布

や
毛
布
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
保
温
材
が
濡
れ
な
い

よ
う
に
保
温
材
の
上
に
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
道
管
が
も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
タ
オ
ル
や
布
な
ど
の
保
温
材
を
水
道
管
に

か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
、
お
湯
を
ま
ん
べ

ん
な
く
掛
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
、
気
長
に

溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
管
に
直
接
熱
湯

を
掛
け
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　
メ
ー
タ
ー
横
の
止
水
栓
を
止
め
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

ご
不
明
な
と
き
は
、
水
道
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
水
道
局
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）１
１
６
１

問
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
３

税金の申告相談は最寄りの税理士へ！

淺香　德幸（山鹿市菊鹿町）48-2608
大古閑順二（山鹿市中）　　 43-7801
大渕　賢之（山鹿市山鹿）　 44-0880
川上　　學（山鹿市菊鹿町）48-2679
木村　三洋（山鹿市山鹿）　 48-1787

小松　大祐（山鹿市名塚）43-5622
坂井　博治（山鹿市古閑）43-8893
坂本　武敏（山鹿市山鹿）43-2288
藤嶋　正文（山鹿市山鹿）44-0880

《南九州税理士会山鹿支部》

〈 

有
料
広
告 

〉
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
特
に
剪せ

ん

定て
い

、
草
刈
り
、
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

●  
説
明
会
期
日  

１
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬

●  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

● 

時
間
　
午
前
10
時
〜

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

相
　
談

　
行
政
相
談
と
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
か
ら
国
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
を
受
け

て
関
係
機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
、
解
決
の
促

進
を
図
る
制
度
で
す
。
国
・
県
・
市
へ
の
ご

意
見
、
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦ 

日
時
　
１
月
31
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◦ 

場
所
　
市
役
所
３
階
　
３
０
１
会
議
室

◦ 

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
、
行
政
評
価
事

務
所
職
員

問 

熊
本
県
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

行
政
相
談
所
の
開
設

募
　
集

◦  

職
種
　
栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士

◦  

業
務
内
容
　
家
庭
訪
問
お
よ
び
各
種
健
康

診
査
時
の
栄
養
指
導
業
務
な
ど

◦  

募
集
人
員
　
１
人

◦  

任
用
期
間
　
２
月
３
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈫

◦ 

勤
務
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

山
鹿
市
非
常
勤
職
員

栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士
募
集

市
奨
学
資
金
の
申
請
受
け
付
け

◦ 

対
象
者

　
①�

市
内
に
３
年
以
上
住
ん
で
い
る
人
の
被

扶
養
者

　
②�
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
人

　
③�

学
業
成
績
が
優
秀
な
人
ま
た
は
学
校
長

の
推
薦
が
あ
る
人

　
④�

他
の
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は
給
付
を
受

け
て
い
な
い
人
（
予
定
が
な
い
人
）

︻
入
学
支
度
金
︼

◦ 

貸
付
人
員　
若
干
名

◦ 

貸
付
金
額

　
高
校
・
大
学
な
ど
　
40
万
円
以
内

◦ 

申
請
期
間
　
１
月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮

︻
奨
学
金
︼

◦ 

貸
付
人
員　
若
干
名

◦ 

貸
付
金
額

　
①
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　�

　
国
公
立
　
月
額
２
万
円
以
内

　
　
私
立
　
　
月
額
３
万
円
以
内

　
②
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

　
　
月
額
５
万
円
以
内

◦ 

申
請
期
間
　
３
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫

◦  

賃
金
（
日
額
）　
６
８
０
０
円
（
栄
養
士
）

　
７
１
０
０
円
（
管
理
栄
養
士
）

◦ 

保
険　
雇
用
保
険
、
災
害
補
償
制
度

◦ 

申
込
期
限　
１
月
14
日
㈫

◦  

申
し
込
み
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
健
康
増
進
課
へ
持
参
す
る
か
郵
送

問
健
康
増
進
課
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
０

◦ 

利
息　
支
度
金
、
奨
学
金
と
も
に
無
利
息

◦ 

返
還
方
法
　
貸
し
付
け
終
了
後
、
半
年
間

据
え
置
き
、
貸
付
期
間
の
３
倍
以
内
の
期

間
で
返
還

※�

奨
学
金
は
貸
し
付
け
で
あ
り
、
そ
の
返
還

金
が
次
の
奨
学
金
の
原
資
と
な
り
ま
す
。

※�

申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
６
３
８

〈 

有
料
広
告 

〉

80万円（税別）～♥ホームページ♥ ⇒ http://www.ishinofurukawa.co.jp山鹿市方保田3514-1

建設業の許可石工事 熊本県知事般ー27第12675

80万円（税別）～

・お墓をきれいにしたい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。

ご 先祖さま の ご 供 養へ

新年あけましておめでとうございます！

墓誌に記名していないので刻みたい
香炉や花立てだけを新しくしたい。香炉や花立てだけを新しくしたい。

　　
ご相談ください!!

墓誌のご記名
など

お済みですか？

ねずみ年もよろしく
お願いいたします！
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熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
シ
ニ
ア
の

た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
、熊
本
校
で
28
年
、

八
代
校
で
20
年
続
く
「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学

校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。
年
間
40
講
座
、

毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
多
彩
な
先
生

の
講
義
や
、
学
習
活
動
を
通
し
て
新
た
な
自

分
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

令
和
２
年
度
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

選
挙
の
立
会
人（
期
日
前
投
票
立
会
人
）

を
募
集
し
ま
す

　
山
鹿
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
有
権
者

の
皆
さ
ん
が
広
く
政
治
や
選
挙
に
関
心
を
持

ち
、
選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
選
挙
時
の
「
期
日
前
投
票
立
会
人
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦ 

内
容
　
各
期
日
前
投
票
所
で
投
票
事
務
に

立
ち
会
い
、
手
続
き
が
公
正
か
つ
確
実
に

行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
。

※�

専
門
知
識
を
求
め
ら
れ
る
業
務
で
は
な
い

の
で
、
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◦ 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
選
挙
権
が
あ

り
、
山
鹿
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
（
選
挙
期
日
当
日
に
満
18
歳
以

上
の
日
本
国
民
で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
山
鹿
市
に
住
ん
で
い
る
人
）。
特
定
の

候
補
者
の
選
挙
運
動
や
政
治
活
動
を
行
っ

て
い
な
い
人
。

◦ 

立
会
期
間
　
各
選
挙
の
選
挙
期
日
の
告
示

（
公
示
）
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま

で
の
希
望
す
る
日
。募
集
は
登
録
制
と
し
、

登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
、
各
選
挙
前

に
希
望
日
を
確
認
し
ま
す
。

◦ 

立
会
時
間
・
場
所

　�

午
前
８
時
半
〜
午
後
８
時
ま
で

　�

期
日
前
投
票
所
（
山
鹿
市
役
所
ま
た
は
各

市
民
セ
ン
タ
ー
）

◦ 

報
酬
　
日
額
９
６
０
０
円（
源
泉
徴
収
あ
り
）

※
食
事
代
・
交
通
費
は
自
己
負
担

◦ 

応
募
方
法
　
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局☎（

43
）１
５
９
４

　
山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康

で
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
少
し
変
形

し
た
ボ
ー
ル
を
使
う
「
ふ
ら
ば
ー
る
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、

職
場
仲
間
、
地
域
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
チ
ー
ム

を
作
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時
　
２
月
23
日
㈷

　
受
け
付
け
：
午
前
８
時
半

　
開
会
：
午
前
９
時

◦ �
場
所
　
鹿
本
体
育
館

◦ �
参
加
資
格
　
山
鹿
市
在
住
か
在
勤

　�

チ
ー
ム
編
成
：
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
10
人

ま
で

◦ �

参
加
費
　
無
料

◦ �

申
し
込
み
締
め
切
り
　
２
月
14
日
㈮

※�

賞
品
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
事
務
局

（
社
会
体
育
課
）　
　
　
☎（
43
）１
１
５
０

ふ
ら
ば
ー
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

◦ 

入
学
資
格
　
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
学
習

意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
35
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

◦ 

募
集
人
員
　

　
熊
本
校
１
０
０
人
　
八
代
校
60
人

　（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

◦ 

募
集
期
間
　
１
月
20
日
㈪
〜
３
月
６
日
㈮

◦ 

開
講
日
時
・
場
所

　�︻
熊
本
校
︼
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
）

　
毎
週
木
曜
日
：
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

　︻
八
代
校
︼
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　（
八
代
市
新
町
）

　
毎
週
火
曜
日
：
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

◦ 

受
講
期
間

　
４
月
〜
翌
年
３
月

　
毎
週
１
講
座
の
40
回

◦ 

受
講
料
　
入
学
金
５
千
円
　
受
講
料

１
万
６
千
円
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
長
寿
支
援
課
に
置
い
て

あ
る
入
学
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

〈 

有
料
広
告 

〉

日　時：令和２年２月 16 日㈰  午後０時開場  午後１時開演
料　金：前売券 1,800 円（当日券 2,000 円）    中高生 1,500 円（全席自由）

山鹿間税会主催、山鹿法人会共催　  0968-44-0880（藤嶋）

【劇団　肥後にわか】  八千代座公演
中高生税の作文優秀賞朗読会、山鹿中学校吹奏楽部、落語その他
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放
送
大
学
は
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万

人
の
学
生
が
「
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
学

び
を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
は
そ
の
授

業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得

で
き
ま
す
。

　
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
１
千

円
（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科

目
分
だ
け
の
授
業
料
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム
で

す
。半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
え
る
学
習

セ
ン
タ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◦  

出
願
期
限
　

　（
第
１
回
）�

２
月
29
日
㈯
ま
で

　（
第
２
回
）�

３
月
17
日
㈫
ま
で

※�
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
電
話
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

放
送
大
学
入
学
生
募
集

定
期
体
験
教
室

﹁
ベ
ン
ガ
ラ
染
め
の
ハ
ン
カ
チ
づ
く
り
﹂

　
装
飾
古
墳
を
彩
る
の
に
使
わ
れ
て
い
た
顔

料
「
ベ
ン
ガ
ラ
」。
今
回
は
実
際
に
黄
土
か

ら
ベ
ン
ガ
ラ
を
作
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
カ
チ
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

◦ 

日
時
　
２
月
22
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
半

◦ �

参
加
費
　
１
人
　
５
０
０
円

　
先
着
30
人

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込

み
受
け
付
け
開
始
１
月
７
日
㈫
〜
（
月
曜

休
館
）

問
県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
１
月
受
け
付
け

職
業
訓
練
コ
ー
ス

　
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
原
則
無
料
で
受

講
で
き
ま
す
。

※�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
管
内
で
実
施
予
定
の

コ
ー
ス

◦ 

訓
練
場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

　（
合
志
市
須
屋
）

◦ 

訓
練
科
目
・
期
間
　
機
械
加
工
技
術
科
・

電
気
設
備
施
工
科
（
３
月
４
日
㈬
〜
９
月

18
日
㈮
）、組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科
（
３

月
４
日
㈬
〜
８
月
28
日
㈮
）、
溶
接
加
工

科
・
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
・
生
産
設
備

保
全
技
術
科
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
・
ビ

ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
（
も
の
づ
く
り
ス

タ
ー
ト
訓
練
３
月
４
日
㈬
〜
７
カ
月
）

◦ 

募
集
期
間
　
１
月
６
日
㈪
〜
30
日
㈭

◦ 
訓
練
場
所
　
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
山
鹿
校

　
（
山
鹿
市
方
保
田
）

◦ 

訓
練
科
目
・
期
間
　
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
活
用
科

（
３
月
３
日
㈫
〜
５
月
29
日
㈮
）

◦ 

募
集
期
間
　
１
月
24
日
㈮
ま
で

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

〈 

有
料
広
告 

〉

理容ハタシマ カット1200円（税込）
山鹿店・3号線セントラルパーク内源氏湯そば
東　店・325号線Mr.Max ななめ前に移動しました
※60歳以上 200 円割引（セット・平日のみのご利用）
※理容師スタッフ募集中！詳細はお電話ください。 お問い合わせ

☎0968（43）1838

H

山鹿市鹿本町御宇田691-1　有限会社たけや
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障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
支
援
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
１
月
25
日
㈯

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
　（
受
け
付
け
：
午
後
１
時
半
〜
）

◦ 

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
　
大
会
議
室

◦ 

内
容
　
要
約
筆
記
に
つ
い
て
（
ろ
う
者
福

祉
協
会
よ
り
実
演
）、
大
人
の
発
達
障
が

い
に
つ
い
て

・�
要
約
筆
記
と
は
…
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報

提
供
手
段
の
一
つ
で
、
話
し
て
い
る
内
容
を

要
約
し
、
文
字
と
し
て
伝
え
る
こ
と
（
筆
談

要
約
筆
記
、
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
な
ど
）。

※�

入
場
無
料
。
事
前
の
申
し
込
み
不
要
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦ 

主
催
　
山
鹿
市
障
害
者
支
援
地
域
協
議
会

（
地
域
生
活
支
援
部
会
・
療
育
教
育
部
会
）

問 

福
祉
援
護
課
障
が
い
福
祉
係

☎（
43
）０
０
５
２

　
子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
た
り
、
も
の
づ
く

り
を
し
た
り
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ボ
ッ

チ
ャ
体
験
や
新
聞
プ
ー
ル
、ロ
ボ
ッ
ト
操
作
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
23
の
体
験
ブ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
ご
家
族
で
、
子
ど
も
会
な
ど
の
行

事
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

山
鹿
市
障
が
い
者
支
援

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

わ
く
わ
く
！

パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ 　
18
Vol.

　
県
と
県
内
企
業
な
ど
が
協
力
し
、
県
内
に

就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金
返
還
や
Ｕ
タ
ー
ン

費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
現
在
、令
和
２
・

３
年
度
に
就
職
す
る
人
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
制
度
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に

は
、
就
職
内
定
前
に
あ
ら
か
じ
め
制
度
に
登

録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
制
度
の
登
録
要

件
や
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
専

用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦ 

支
援
内
容

　
奨
学
金
返
還
支
援
額
　
最
大
４
５
６
万
円

　
赴
任
費
用
等
支
援
額
　
最
大
50
万
円

※�

県
内
間
の
赴
任
に
か
か
る
費
用
も
対
象
に

な
り
ま
す
（
例
：
天
草
市
か
ら
熊
本
市
へ

の
引
っ
越
し
費
用
な
ど
）。

◦ 

参
加
企
業

　
令
和
２
年
度
就
職
者
対
象
（
58
社
）

　�

令
和
３
年
度
就
職
者
対
象
（
１
月
頃
公
表

予
定
）

問
県
企
画
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
１
８

﹁
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
﹂
登
録
者
募
集
中

催
　
し

◦
日
時
　
１
月
25
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦ 

場
所
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
９
階
・
10
階

　（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
）

◦ 

内
容

　�︻
も
の
づ
く
り
︼
竹
細
工
「
ブ
ン
ブ
ン
ゼ

ミ
」、
び
っ
く
り
人
形
、
竹
と
ん
ぼ
、
化

石
レ
プ
リ
カ
、
流
木
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
あ
さ

り
貝
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
、木
工
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
、押
し
花
コ
ー
ス
タ
ー
、

折
り
紙
、
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
、
ひ
も
ク
ラ

フ
ト
、
紙
コ
ッ
プ
ロ
ケ
ッ
ト
、
か
ざ
ぐ
る

ま
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り
な
ど

　�︻
体
験
︼
ボ
ッ
チ
ャ
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、

新
聞
プ
ー
ル
、
丸
太
切
り
、
皿
回
し
、
昔

話
、
16
㍉
映
写
機
操
作
、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
、

肥
後
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど

◦ 

参
加
方
法
　
当
日
受
け
付
け
（
一
部
、
事

前
申
し
込
み
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま

す
）

◦ 

参
加
費　

ブ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
材
料
費

（
１
０
０
円
程
度
）
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※�

詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
は
熊
本

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 
熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
５
５
）４
３
１
２

〈 

有
料
広
告 

〉
屋内清掃・剪定・農作業会員募集中！　まずはご相談を！

★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★
　　　　　　 ※詳しくはホームページを　http://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿 402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！ 　  （公社）山鹿市シルバー人材センター

草取り・草刈りなど、シルバー人材センターにお任せください

　　　　　　 ※詳しくはホームページを　http://www.sjc.ne.jp/yamaga/
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開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈷ 休　館　日

８日㈬ 休　館　日

22 日㈬ 夢プロジェクト講演会 午後 関係者
のみ

26 日㈰ 八千代座冬の映写会 12 日中 有料

31 日㈮ 第 19 回　山鹿小学校八千代座公演 午前 無料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、
八千代座まで。　　　　　　　　　　　　　　問☎ (44)4004

１月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り「八千代座物語」
期日　�１月 16 日㈭・20 日㈪・21 日㈫・23 日㈭
時間　午前 11時
料金　�八千代座見学　大人 530 円、小中学生 270 円
　　　（団体割引あり）
　　※�八千代座物語の鑑賞には別途　大人 500 円、小中学生

250 円が必要です。

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り「八千代座物語」

１
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

１
月
15
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

　
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
教
訓
と
し
、
防
災
の

必
要
性
を
呼
び
掛
け
る
た
め
の
催
し
で
す
。

◦ 

開
催
日
　
１
月
17
日
㈮

◦ 

場
所
　
鹿
北
グ
ラ
ウ
ン
ド

◦ 

参
加
費
　
無
料

◦ 

内
容

　
①
炊
き
出
し
訓
練
　
午
前
８
時
〜

　�（
軍
手
、
タ
オ
ル
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

包
丁
持
参
）

　
※�

要
申
し
込
み
。
１
月
６
日
㈪
〜
13
日
㈷

ま
で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　
※�

炊
き
出
し
食
の
振
る
舞
い

　
　
午
前
11
時
半
〜

　
②
防
災
の
つ
ど
い
　
午
前
10
時
〜

　�

被
災
食
や
防
災
用
品
展
示
、心
肺
蘇
生
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
指
導
、
堤
防
決
壊
・
液
状
化
実
験

な
ど

問 

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会☎（

43
）１
１
３
４

　
県
で
は
講
演
会
を
開
催
し
、
大
地
震
に
備

え
た
住
宅
の
耐
震
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

講
師
か
ら
分
か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
の
耐
震
化

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

第
22
回
山
鹿
市
防
災
の
つ
ど
い

木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
の
た
め
の

講
演
会

◦ 

日
時
　
１
月
25
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

◦ 

場
所
　
宇
土
市
民
会
館

◦ 

参
加
費
　
無
料

◦ 

講
師
　
井
戸
田
秀ひ

で

樹き

氏
（
名
古
屋
工
業
大

学
大
学
院
教
授
）

◦ 

申
し
込
み
　
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

申
し
込
み
用
紙
は
、市
町
村
建
築
所
管
課
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

問 

県
建
築
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
３
５

〈 

有
料
広
告 

〉

　
7
ペ
ー
ジ
の
「
平
成
30
年
度
決
算

状
況
　
市
の
家
計
簿
」
内
に
掲
載
し

て
い
る
「
目
的
別
歳
出
グ
ラ
フ
」
の

一
部
が
切
れ
て
い
る
印
刷
ミ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
消
防
費
が

９
億
３
４
３
３
万
円
、
土
木
費
が

17
億
６
０
６
０
万
円
で
す
。
訂
正
し
て

お
わ
び
し
ま
す
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課

☎（
43
）１
１
１
８

12
月
号
の
訂
正
と
お
わ
び
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仕事の相談はお気軽に
◦日時　１月９日㈭�
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

心配ごと相談

◦日時　�１月８日㈬・15 日㈬・22
日㈬・29 日㈬�※要予約

　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
�◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

◦日時　�１月７日㈫・14 日㈫・21
日㈫・28 日㈫

　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�１月８日㈬・15 日㈬・22
日㈬・29日㈬

　　　　午前９時〜 11時
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　１月７日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　１月 14日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　１月 21日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�１月 28 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　１月 10日㈮
②�司法書士相談（成年後見・多重債

務・登記関係）
　１月 17日㈮�※要予約
③法律相談　１月24日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　１月９日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　１月８日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
①一般相談　１月７日㈫
②法律相談　１月 28日㈫�※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
①一般相談　１月６日㈪
②�司法書士相談（登記関係）
　１月 20日㈪�※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所　☎(43)1134

◦日時　１月14日㈫　午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

精神保健相談

認知症に関する相談

精神保健指定医による無料の精神保
健相談です。
◦日時　１月９日㈭※要予約
　　　　午後２時〜
　　　　（毎月第２木曜日）
◦内容　こころの相談など
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

◦日時　１月８日㈬・22日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

※�年金事務所での相談を希望する場
合は予約専用ダイヤル（0570-05-
4890）をご利用ください。

相談は無料定 例 相 談
【一般】
①正看護師　22万円〜
②介護支援専門員　169,600 円〜
③一般事務　146,880 円〜
④職業指導員　162,000 円〜
⑤理容・美容業務　18万円〜
⑥販売員　175,000 円
⑦菓子販売・包装　133,186 円
⑧調理スタッフ　138,600 円〜
⑨ホールスタッフ　23万円〜
⑩厨房（調理人）　22万円〜
⑪製造スタッフ　17万円〜
⑫貸し切りバス運転手　18万円〜
⑬�ルート配送　191,334 円〜

【パート】
①看護師または准看護師
　時給 950 円〜
②支援員　時給 800 円
③訪問介護員　時給 1,100 円〜
④病院内配送などの業務
　時給 797円
⑤販売員　時給 840 円〜
⑥接客・営業　時給 850 円〜
⑦�釣りざおの組み立て・塗装
　時給 800 円
⑧軽作業　時給 850 円
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
　午前９時半〜午後５時
問�山鹿市地域職業相談室
　☎(43)1724



　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンド
デバイスのオムロンハンドボール部は、
1974（昭和４９）年に立石電機ハンド
ボールチームとして発足以来、山鹿市を
拠点に活動を行う、国内でも指折りの
女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとした
ハンドボール教室の開催など、地域貢献
活動にも取り組んでいます。

HA
ND
BAL
L T
EAM

オムロン
ハンドボール部

35　2020. １　広報やまが

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
５日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿岩下薬局 / 山鹿いちご薬局

12 日㈰ うちだ内科医院 / 大坂整形外科医院 山鹿岩下薬局 / えいせい堂薬局 / ハニー薬局

13 日㈷ 平井藤岡医院 / 松永整形外科リウマチ科 山鹿岩下薬局

19 日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / はとの眼科クリニック 山鹿岩下薬局 / みうた薬局 / 山鹿新町薬局

26 日㈰ 横手医院 / 藤原クリニック 山鹿岩下薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（ 43）4394〉

１月の休日在宅当番医および当番薬局

　2019 女子ハンドボール世界選手権大会出場に向け、
佐賀県で事前にキャンプを行っていたオーストラリア代
表（世界ランキング 34 位）とルーマニア代表（世界ラ
ンキング５位）がオムロンハンドボールチームと、同県
にあるトヨタ紡績九州の敷地内にあるクレインアリーナ
で 11 月 24 日、練習試合を行いました。試合は１勝１
敗の成績でしたが、世界選手権に出場する選手たちと試
合をすることができ、チームにとって意義のあるものと
なったようです。

《試合後のオムロン選手らの感想》
　海外選手の高さやパワーには負けるが、日本人のス
ピードや細かい動きは、十分通用するものがあった。
　今回対戦するにあたり、接触の強さ、DF の機動力や
運動量を重視して取り組んできた。そこに手応えを感じ
たので、年末に行われる日本選手権や、１月から開幕す
る日本リーグに向けていいトレーニングになった。
　これからのオムロンの活躍に期待してください。

オーストラリアチームと

ルーマニアチームと

オーストラリア代表、ルーマニア代表との
トレーニングマッチ

第４４回日本ハンドボールリーグ
　いよいよ開幕する日本ハンドボールリーグ、１
月４日㈯、５日㈰に山鹿市総合体育館で午後３時
から試合が行われます。みんなでオムロンを応援
に行こう！

トレーニングマッチ結果
20-12
14-  6

・１試合目

・２試合目

オムロン 34［　　］18 オーストラリア

オムロン 23［　　］25 ルーマニア  9-11
14-14



応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。
掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。
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メッセージ
　じいちゃん、ばあちゃん
　　　　　　　　いつもありがとう♥

（H31. ３. ２生まれ）
山鹿（古閑）

   　 たなか　　  すい 

   田中　慧ちゃん

利用者増加中！

「もしも」の前にダウンロード！山鹿市が運営する市民のための地域
コミュニケーションアプリです。市が発信する行政・防災・火災情報
などを取得できるほか、家族や友人、行政区や各種グループでの情報
共有ができます。日頃から「備え」としての活用をお願いします。
※避難所マップなど、他にもたくさんの機能があります。

一般グループ　※自動再生機能はありません。

メンバー招待 メールや SNSで招待

自由にグループを作って、
招待制で参加できます。

山鹿市公式グループ
ホーム画面で自動再生

自動再生機能で操作いらず！
ただ聴くだけ

外出時

自宅

お住まいの地域に密着した
情報を受信できます。

山鹿市

校区/ 行政区

鹿央
鹿北 鹿本
菊鹿

山鹿

山鹿市全域

鹿央地区
鹿本地区 菊鹿地区

校区長 / 行政区長

山鹿地区 鹿北地区

アプリの自動再生機能

居住区のスケジュールからごみ出し日の確認ができます。※ Android 版のみ

スマートフォン・タブレット
① アプリストアで「やまがメイ

ト」を検索
② アプリをダウンロードし、新規

登録

パソコン・従来型の携帯電話
①検索サイトで「やまがメイト」を検索
② パソコンはサイト上で新規登録、従来型の携帯

電話は「regist@yamaga-mate.jp」へ空メー
ルを送り、返信される登録用メールで新規登録

登
録
方
法

情報システム広報課　☎ (43)1118問

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

■人の動き
人口 59 人減りました 51,618 人
男性 19 人減りました 24,326 人
女性 40 人減りました 27,292 人
世帯数 １世帯減りました 21,916 世帯
～14歳 11.8 ％ 6,081 人
15歳～64歳 51.5 ％ 26,579 人
65歳～ 36.7 ％ 18,958 人

11 月末現在 (増減は前月末比 )


